
堀内市長（中央）に要望書を提出した𠮷井会長（左）堀内市長（中央）に要望書を提出した𠮷井会長（左）
と山と山辺鴈顧問（6月13日、大和高田市役所）顧問（6月13日、大和高田市役所）

　

カ
ン
ヌ
映
画
祭
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
の

映
画
祭
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
河
瀨
直
美

さ
ん
を
取
材
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
生
ま
れ

育
っ
た
奈
良
を
拠
点
に
作
品
を
創
り
、
多
く

の
映
画
祭
で
受
賞
の
栄
に
輝
い
て
い
る
▼
専

門
学
校
で
映
画
を
学
び
、
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

の
映
写
機
を
か
つ
い
で
自
主
制
作
し
、
収
入

は
ほ
と
ん
ど
フ
ィ
ル
ム
代
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
た

と
い
う
。
現
在
は
監
督
業
以
外
に
も
Ｄ
Ｊ
、

執
筆
、
Ｃ
Ｍ
演
出
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
も
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
▼
路
地
裏
や

古
い
街
並
み
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
大
好
き

で
、
そ
う
い
っ
た
風
景
が
心
を
支
え
て
い
る
と

い
う
。
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
建
築
家

に
な
り
た
か
っ
た
と
も
︙
▼
岡
本
太
郎
さ
ん

の
太
陽
の
塔
は
過
去
・
現
在
・
未
来
を
貫
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
象
徴
。
背
面
の
黒
い
顔
は
過

去
を
意
味
し
、
河
瀨
さ
ん
は
「
こ
れ
は
戒
め

で
あ
り
課
題
を
未
来
の
人
に
託
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
」
と
説
く
▼
な
ら
国
際
映
画
祭
を

立
ち
上
げ
後
進
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。

奈
良
に
根
差
し
た
作
品
を
楽
し
み
た
い
。（
信
）

橿
原
高
田
Ａ
７
ラ
ン
プ
橋
他
鋼
上
部

橿
原
高
田
Ａ
７
ラ
ン
プ
橋
他
鋼
上
部

東
亜
工
業
所
に
決
定

東
亜
工
業
所
に
決
定

近 畿 地 整
　

近
畿
地
方
整
備
局
が
６

月
８
日
に
見
積
徴
収
し
た

「
大
和
御
所
道
路
橿
原
高

田
Ｉ
Ｃ
・
Ａ
７
ラ
ン
プ
橋

他
鋼
上
部
工
事
」
は
東
亜

工
業
所
に
６
億
２
０
０
０

　

日
本
下
水
道
事
業
団
西

日
本
本
部
が
６
月
６
日
開

企
業
立
地
推
進
課

７月６日まで参加受付７月６日まで参加受付
宿泊施設事業者立地意向調査宿泊施設事業者立地意向調査

協
和
機
電
工
業
が
落
札

協
和
機
電
工
業
が
落
札

天
理
市
嘉
幡
雨
水
ポ
ン
プ
場
水
処
理

天
理
市
嘉
幡
雨
水
ポ
ン
プ
場
水
処
理

下水道事業団

　

奈
良
県
中
南
和
建
設
業

協
会
（
𠮷
井
久
尚
会
長
）

は
去
る
１3
日
、
市
内
建
設

業
者
の
受
注
の
確
保
・
拡

大
を
求
め
る
要
望
書
を
大

和
高
田
市
に
提
出
し
た
。

𠮷
井
会
長
と
山
辺鴈
敏
治
顧

問
が
大
和
高
田
市
役
所
を

訪
れ
、
堀
内
大
造
市
長
と

関
係
部
署
に
手
渡
し
た
。

　

要
望
書
に
よ
る
と
、
地

元
建
設
業
者
の
育
成
、
受

注
機
会
の
拡
大
等
へ
の
意

見
交
換
の
中
で
、
時
代
の

変
化
に
よ
る
制
度
の
不
一

致
に
つ
い
て
指
摘
。
大
和

高
田
市
の
発
注
制
度
と
業

者
の
あ
り
方
の
変
化
等
に

よ
る
発
注
制
度
改
革
に
つ

い
て
、
入
札
参
加
資
格
審

査
登
録
数
・
発
注
金
額
枠
・

　

奈
良
県
産
業
･
観
光
･

雇
用
振
興
部
企
業
立
地
推

進
課
は
、
６
月
２１
日
に
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
適

用
し
て
公
告
し
た「
宿
泊

施
設
事
業
者
立
地
意
向
調

査
業
務
委
託
」
に
係
る
参

加
表
明
書
を
７
月
６
日
ま

で
、
技
術
提
案
書
を
７
月

１3
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
７
月
下

旬
に
実
施
、
提
出
さ
れ
た

堀内市長に要望書提出堀内市長に要望書提出
奈良県中南和建設業協会奈良県中南和建設業協会

奈

良

市

日立造船が落札日立造船が落札
清美工場１号炉点検整備補修清美工場１号炉点検整備補修

　

奈
良
市
が
６
月
１６
日
開

札
し
た
一
般
競
争
入
札

「
１
号
炉
点
検
整
備
補
修
」

万
円
で
決
定
し
た
。
他
の

参
加
者
は
日
本
車
輌
製
造

（
辞
退
）、
佐
藤
鉄
工
（
辞

退
）。

　

工
事
場
所
は
大
和
高
田

市
出
～
勝
目
。
工
事
概
要

は
工
事
延
長
１
９
０
・
２

㍍
、
鋼
５
径
間
連
続
合
成

鈑
桁
橋
１
９
０
・
２
㍍（
最

大
支
間
長
４
８
・
５
㍍
）、

鋼
橋
上
部
工
場
製
作
工
１

式
、
工
場
製
品
輸
送
工
１

式
、
鋼
橋
架
設
工
１
式
、

橋
梁
現
場
塗
装
工
１
式
、

床
版
工
１
式
、
橋
梁
床
版

工
１
式
、
橋
梁
付
属
物
工

１
式
、
鋼
橋
足
場
等
設
置

工
１
式
、
構
造
物
撤
去
工

１
式
、
仮
設
工
１
式
。
使

用
す
る
主
要
な
資
機
材
は

鋼
材
（
鉄
筋
含
む
）
４
０

０
㌧
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４

０
０
立
方
㍍
。
工
期
６
年

１２
月
２７
日
。

参
加
表
明
書
・
技
術
提
案

書
と
参
考
見
積
及
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
基
に
審
査
採
点

表
（
合
計
１
０
０
点
）
に

基
づ
き
審
査
会
に
よ
り
審

査
し
、
最
高
得
点
者
を
受

託
業
者
と
し
て
特
定
す

る
。
公
告
及
び
仕
様
書
は

７
月
６
日
ま
で
交
付
す
る
。

　

県
が
県
内
の
宿
泊
施
設

の
新
規
立
地
促
進
に
向
け

て
誘
致
活
動
を
行
う
に
当

た
り
、
宿
泊
施
設
の
新
設

の
意
向
を
持
つ
企
業
を
絞

り
込
む
こ
と
を
目
的
と

し
、
こ
の
業
務
に
よ
っ
て

選
定
さ
れ
た
事
業
者
を
中

心
に
一
層
の
誘
致
活
動
を

図
る
も
の
。
委
託
期
間
１２

月
２６
日
。
業
務
量
の
目
安

は
３
９
４
万
円
込
が
限
度
。

　

参
加
資
格
は
物
品
購
入

等
に
係
る
競
争
入
札
の
参

加
資
格
等
に
関
す
る
規
程

に
お
け
る
「
検
査
・
分
析
・

調
査
業
務
:
Ｑ
４
」
に
技

術
提
案
書
提
出
時
ま
で
に

登
録
を
完
了
し
て
い
る
者

で
あ
る
こ
と
―
な
ど
。
連

絡
先
・
提
出
先
等
の
電
話

０
７
４
２
―
２
７
―
８
８

７
２
）。

　

県
内
へ
の
宿
泊
施
設
の

立
地
に
つ
い
て
事
業
化
す

る
可
能
性
と
能
力
の
あ

る
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
４

０
０
０
社
以
上
を
抽
出
す

る
。
業
種
分
類
に
よ
る
抽

出
に
加
え
て
過
去
の
宿
泊

施
設
新
設
の
実
績
や
宿
泊

施
設
へ
の
投
資
実
績
等
の

情
報
も
ク
ロ
ス
さ
せ
る
な

ど
工
夫
す
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
送
り
状
及

び
調
査
票
を
作
成
し
て
９

月
上
旬
を
メ
ド
に
発
送
し
、

１
ヵ
月
後
程
度
を
メ
ド
に

回
収
、
１０
月
末
ま
で
に
中

間
報
告
と
し
て
県
に
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
（
回
収
率
は

１０
％
が
目
標
）
が
で
き
た

企
業
概
要
及
び
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
等
を
提
出
す
る
。

　

誘
致
に
係
る
優
先
度
の

高
い
事
業
者
の
絞
込
み
を

１
回
以
上
行
い
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
が
あ
っ
た
事

業
者
の
企
業
概
要（
業
種
、

設
立
年
、
資
本
金
、
売
上

高
等
の
企
業
概
要
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、
担
当
者
連

絡
先
等
）
を
記
載
し
た
最

終
報
告
書
を
作
成
・
提
出

す
る
。

地
元
企
業
優
先
の
入
札
参

加
資
格
等
を
訴
え
、
地
元

建
設
業
者
が
生
き
残
れ
る

入
札
制
度
の
改
革
を
求
め

た
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
定
期
的
な

意
見
交
換
会
の
開
催
等
も

要
望
し
た
。

札（
６
月
１２
日
落
札
決
定
）

し
た
一
般
競
争
入
札
「
天

理
市
嘉
幡
雨
水
ポ
ン
プ
場

水
処
理
設
備
工
事
」
は
協

和
機
電
工
業
が
１
億
４
８

０
０
万
円
（
予
定
価
格
１

億
４
８
６
３
万
円
）
で
落

札
し
た
。
参
加
は
協
和
機

電
工
業
の
み
。

　

工
事
場
所
は
天
理
市
嘉

幡
町
（
嘉
幡
雨
水
ポ
ン
プ

場
・
細
目
自
動
除
塵
機
）。

工
事
概
要
は
機
械
設
備
工

事
（
改
築
）（
沈
砂
池
設
備

１
式
、
そ
の
他
付
属
設
備

１
式
）。
設
計
は
日
水
コ

ン
が
担
当
。
工
期
７
年
３

月
3１
日
。

は
日
立
造
船
が
１
億
１
８

０
０
万
円
（
予
定
価
格
１

億
２
１
２
０
万
円
）
で
落

札
し
た
。
参
加
は
日
立
造

船
の
み
。

　

工
事
場
所
は
左
京
５
丁

目
２
番
地
「
奈
良
市
環
境

清
美
工
場
」。
工
事
概
要

は
焼
却
炉
（
全
連
続
燃
焼

ス
ト
ー
カ
式
）
施
設
の
経

年
使
用
に
よ
る
劣
化
部
分

及
び
損
傷
部
分
の
補
修
並

び
に
分
解
点
検
整
備
補

修
。
焼
却
炉
処
理
能
力
１

２
０
㌧
／
日
、
燃
焼
設
備

補
修
１
式
、
燃
焼
ガ
ス
冷

却
設
備
補
修
１
式
、
通
風

設
備
補
修
１
式
、
灰
出
し

設
備
補
修
１
式
。
工
期
９

月
２9
日
。
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県
土
利
用
政
策
室

空
間
文
化
開
発
機
構
に
業
務
を
委
託

空
間
文
化
開
発
機
構
に
業
務
を
委
託

文化財保存課
　

奈
良
県
文
化
・
教
育
・

く
ら
し
創
造
部
文
化
財
保

存
課
は
、
現
在
県
立
美
術

館
北
側
の
県
有
地
内
（
奈

良
市
登
大
路
町
の
史
跡
興

福
寺
旧
境
内
）
で
発
掘
調

査
に
よ
り
計
１２
基
が
検
出

さ
れ
た
登
大
路
瓦
窯
跡
を

整
備
す
る
た
め
の
基
本
計

画
を
令
和
５
年
度
に
策
定

す
る
。

　

一
般
競
争
入
札
「
登
大

路
瓦
窯
跡
整
備
基
本
計
画

策
定
支
援
業
務
委
託
５
文

財
第
２
号
」
を
開
札
、
落

札
し
た
空
間
文
化
開
発
機

構
（
大
阪
市
中
央
区
大
手

前
）
に
委
託
し
て
業
務
を

進
め
て
い
る
。
業
務
概
要

は
登
大
路
瓦
窯
跡
整
備
基

本
計
画
の
策
定
支
援
、
検

討
委
員
会
資
料
作
成
・
議

事
録
作
成
。
委
託
期
間
６

年
３
月
２２
日
。
担
当
は
記

念
物
・
埋
蔵
文
化
財
係（
電

話
０
７
４
２
―
２
７
―
９

８
６
６
）。

　

業
務
の
対
象
地
で
あ
る

「
史
跡
興
福
寺
旧
境
内 

登

大
路
瓦
窯
跡
」
は
、
興
福

寺
旧
境
内
に
含
ま
れ
、
現

在
県
立
美
術
館
北
側
の
県

有
地
内
に
所
在
す
る
。
発

掘
調
査
に
よ
り
計
１２
基
の

窯
跡
が
検
出
さ
れ
、
操
業

開
始
時
期
は
奈
良
時
代
後

半
（
１２
基
の
う
ち
３
基
）

と
考
え
ら
れ
、
概
ね
鎌
倉

時
代
初
頭
ま
で
操
業
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

こ
の
瓦
窯
跡
は
文
献
史

料
に
見
ら
れ
ず
、
発
掘
調

査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
奈

良
時
代
の
窯
で
あ
る
こ

と
、
奈
良
時
代
後
半
以
降

５
年
度
に
基
本
計
画
策
定

５
年
度
に
基
本
計
画
策
定

興
福
寺
旧
境
内
登
大
路
瓦
窯
跡
整
備

興
福
寺
旧
境
内
登
大
路
瓦
窯
跡
整
備

　

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
地
域
デ
ザ
イ
ン
推

進
局
県
土
利
用
政
策
室

は
、
複
数
市
町
村
に
跨
が

る
県
が
定
め
る
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
（
案
）
に

つ
い
て
、
今
春
に
意
見
の

募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
実
施
（
意
見
提

出
は
２
名
１
件
）
し
た
こ

と
か
ら
、
見
直
し
の
方
針

を
作
成
し
た
。
問
い
合
わ

せ
先
は
都
市
施
設
係
（
電

話
０
７
４
２
―
２
７
―
７

管
内
整
備
効
果
資
料
作
成
業
務

管
内
整
備
効
果
資
料
作
成
業
務

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所
で

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所
で

ス
ト
ッ
ク
効
果
や
道
路
網
調
査
等

ス
ト
ッ
ク
効
果
や
道
路
網
調
査
等

浪 速 国 道

見直し方針を作成見直し方針を作成
複数市町村に跨がる都計道路複数市町村に跨がる都計道路

王
寺
田
原
本
桜
井
線
の

王
寺
田
原
本
桜
井
線
の

１
区
間
を
除
き「
存
続
」

１
区
間
を
除
き「
存
続
」

　

近
畿
地
方
整
備
局
浪
速

国
道
事
務
所
は
、
簡
易
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
浪

速
国
道
事
務
所
管
内
整
備

効
果
資
料
作
成
業
務
」
に

つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所

（
京
都
市
中
京
区
新
町
通

夷
川
下
る
二
条
新
町
）
と

２
４
２
０
万
円
込
（
予
定

の
興
福
寺
伽
藍
の
維
持
管

理
を
支
え
た
瓦
窯
で
あ
る

と
い
う
歴
史
的
意
義
を
鑑

み
て
、
日
本
古
代
の
窯
業

史
を
検
討
す
る
う
え
で
非

常
に
重
要
な
瓦
窯
跡
で
あ

る
と
評
価
で
き
る
。

　

登
大
路
瓦
窯
跡
は
発
掘

調
査
後
、
現
地
に
埋
設
保

存
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

史
跡
整
備
と
し
て
露
出
展

示
を
始
め
レ
プ
リ
カ
展

示
、
何
ら
か
の
地
表
面
表

示
な
ど
複
数
の
手
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
県

立
美
術
館
と
一
体
と
な
っ

た
整
備
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

４
年
３
月
に
「
史
跡
興

福
寺
旧
境
内
保
存
活
用
計

画
」
が
法
相
宗
大
本
山
興

福
寺
に
よ
り
策
定
さ
れ

た
。
こ
の
保
存
活
用
計
画

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の

発
掘
調
査
・
史
料
調
査
等

の
成
果
と
保
存
活
用
計
画

策
定
者
の
興
福
寺
の
意
向

の
ほ
か
、
県
が
５
年
度
に

設
置
す
る
「
史
跡
登
大
路

瓦
窯
跡
整
備
検
討
委
員

会
」
に
お
け
る
議
論
等
を

反
映
さ
せ
て
登
大
路
瓦
窯

跡
整
備
基
本
計
画
を
策
定

す
る
。
そ
の
た
め
の
支
援

業
務
を
委
託
す
る
も
の
。

５
２
０
）。

　

複
数
市
町
分
（
大
和
郡

山
市
、三
郷
町
、斑
鳩
町
、

安
堵
町
、
王
寺
町
）
で
は

郡
山
斑
鳩
王
寺
線
・
法
隆

寺
線
・
大
和
郡
山
安
堵
線

の
３
道
路
を
見
直
し
て
い

ず
れ
も
「
存
続
」
と
し
、

複
数
町
分
（
三
宅
町
、
田

原
本
町
、
上
牧
町
、
王
寺

町
、
広
陵
町
、
河
合
町
）

で
は
王
寺
田
原
本
桜
井
線

の
５
区
間
と
大
和
高
田
斑

鳩
線
を
「
存
続
」、
王
寺

田
原
本
桜
井
線
の
１
区
間

を
「
廃
止
」
と
し
た
。「
廃

止
」
と
な
っ
た
区
間
に
つ

い
て
都
市
計
画
変
更
の
手

続
き
を
進
め
、
公
聴
会
等

を
経
て
都
市
計
画
審
議
会

に
上
程
し
て
計
画
決
定
す

る
見
通
し
。

　

こ
れ
ま
で
都
市
計
画
道

路
は
、
人
口
増
加
の
予
測

の
も
と
に
市
街
地
の
拡
大

を
前
提
と
し
て
計
画
さ
れ

て
き
た
が
、
近
年
、
人
口

の
減
少
や
高
齢
化
が
進
行

す
る
な
ど
社
会
情
勢
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
県

が
行
っ
た
令
和
１２
（
２
０

３
０
）
年
の
将
来
の
自
動

車
交
通
量
の
推
計
結
果
で

は
、平
成
１７（
２
０
０
５
）

年
の
実
績
値
に
比
べ
約
２

割
の
減
少
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
未

整
備
の
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て
改
め
て
そ
の
必
要

性
を
見
直
す
も
の
。

　
【
複
数
市
町
に
跨
が
る

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

（
案
）】

　
〈
郡
山
斑
鳩
王
寺
線
〉

　

昭
和
４８
年
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
幹
線
街
路

で
、
大
和
郡
山
市
横
田
町

～
王
寺
町
王
寺
３
丁
目
間

の
Ｌ
約
１
万
６
５
０
㍍
Ｗ

２２
㍍
（
２
車
線
）。
い
ず

れ
も
現
道
と
し
て
国
道
２５

号
が
あ
る
が
、
計
画
幅
員

を
満
た
し
て
い
な
い
。

　

▽
対
象
区
間
１
＝
起
点

の
横
田
交
差
点
～
今
国
府

町
交
差
点
の
区
間
。
自
動

車
の
交
通
機
能
の
観
点

と
、
歩
行
者
等
の
交
通
機

能
の
観
点
及
び
自
治
体
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
整

合
性
の
観
点
か
ら
必
要
性

が
認
め
ら
れ
、
代
替
す
る

路
線
も
存
在
し
な
い
こ
と

か
ら
「
存
続
」
が
妥
当
と

考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
２
＝
今
国

府
町
交
差
点
～
大
和
郡
山

市
と
斑
鳩
町
の
市
町
境
界

付
近
。
自
動
車
の
交
通
機

能
の
観
点
と
、
歩
行
者
等

の
交
通
機
能
の
観
点
及
び

自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
と
の
整
合
性
の
観
点
か

ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、

代
替
す
る
路
線
も
存
在
し

な
い
こ
と
か
ら
「
存
続
」

が
妥
当
と
考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
３
＝
三
室

交
差
点
～
王
寺
町
役
場
前

交
差
点
。
自
動
車
の
交
通

機
能
の
観
点
及
び
歩
行
者

等
の
交
通
機
能
の
観
点
か

ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、

代
替
す
る
路
線
も
存
在
し

な
い
こ
と
か
ら
「
存
続
」

が
妥
当
と
考
え
る
。

　
〈
法
隆
寺
線
〉

　

昭
和
４２
年
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
幹
線
街
路

で
、
斑
鳩
町
幸
前
１
丁
目

～
五
百
井
間
の
Ｌ
約
３
３

０
０
㍍
Ｗ
１６
㍍
（
２
車

線
）。
大
和
郡
山
市
と
斑

鳩
町
の
市
町
境
界
付
近
か 

ら
斑
鳩
町
役
場
付
近
ま
で

の
区
間
は
、
現
道
と
し
て

国
道
２５
号
が
あ
る
が
、
計

画
幅
員
を
満
足
し
て
い
な

い
。
自
動
車
の
交
通
機
能

の
観
点
及
び
歩
行
者
等
の

交
通
機
能
の
観
点
か
ら
必

要
性
が
認
め
ら
れ
、
代
替

す
る
路
線
も
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
「
存
続
」
が
妥

当
と
考
え
る
。

　
〈
大
和
郡
山
安
堵
線
〉

　

昭
和
５４
年
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
幹
線
街
路

で
、
大
和
郡
山
市
池
沢
町

～
安
堵
町
東
安
堵
間
の
Ｌ

約
２
３
８
０
㍍
Ｗ
９
㍍

（
２
車
線
）。

　

▽
対
象
区
間
１
＝
起
点

の
県
道
大
和
郡
山
広
陵
線

～
大
和
郡
山
市
道
ま
で
の

区
間
は
現
道
が
な
く
未
整

備
。
自
動
車
交
通
機
能
の

観
点
か
ら
必
要
性
が
認
め

ら
れ
、
代
替
す
る
路
線
も

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

「
存
続
」が
妥
当
と
考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
２
＝
春
日

神
社
付
近
～
運
輸
支
局
付

近
の
交
差
点
の
区
間
は
現

道
と
し
て
大
和
郡
山
市
道

が
あ
る
が
、
計
画
幅
員
を

満
足
し
て
い
な
い
。
自
治

体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

の
整
合
性
の
観
点
か
ら
必

要
性
が
認
め
ら
れ
、
代
替

す
る
路
線
も
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
「
存
続
」
が
妥

当
と
考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
３
＝
県
道

天
理
斑
鳩
線
と
分
岐
す
る

交
差
点
～
終
点
の
区
間
は

現
道
と
し
て
安
堵
町
道
が

あ
る
が
、
計
画
幅
員
を
満

足
し
て
い
な
い
。
自
動
車

の
交
通
機
能
の
観
点
と
歩

行
者
等
の
交
通
機
能
の
観

点
及
び
自
治
体
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
の
整
合
性
の

観
点
か
ら
必
要
性
が
認
め

ら
れ
、
代
替
す
る
路
線
も

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

「
存
続
」が
妥
当
と
考
え
る
。

　
【
複
数
町
に
跨
が
る
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し

（
案
）】

　
〈
王
寺
田
原
本
桜
井
線
〉

　

昭
和
４０
年
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
幹
線
街
路

で
、
王
寺
町
畠
田
４
丁
目

～
田
原
本
町
大
字
千
代
間

の
Ｌ
約
１
万
１
１
５
０
㍍

Ｗ
１６
㍍
（
２
車
線
）。

　

▽
対
象
区
間
１
＝
起
点

の
畠
田
４
丁
目
交
差
点
～

上
牧
町
と
河
合
町
の
町
境

付
近
の
区
間
は
現
道
と
し

て
県
道
桜
井
田
原
本
王
寺

線
が
あ
る
が
、
計
画
幅
員

を
満
た
し
て
い
な
い
。
自

動
車
の
交
通
機
能
の
観
点

及
び
歩
行
者
等
の
交
通
機

能
の
観
点
か
ら
必
要
性
が

認
め
ら
れ
、
代
替
す
る
路

線
も
存
在
し
な
い
こ
と
か

ら
「
存
続
」
が
妥
当
と
考

え
る
。

　

▽
対
象
区
間
２
＝
上
牧

町
と
河
合
町
の
町
境
付
近

～
河
合
町
と
広
陵
町
の
町

境
付
近
は
現
道
が
な
い
区

間
が
あ
り
未
整
備
で
あ

る
。
ど
の
観
点
か
ら
も
県

道
桜
井
田
原
本
王
寺
線
が

必
要
な
機
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
廃
止
」
が

妥
当
と
考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
３
＝
馬
見

丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
の
南

端
付
近
～
寺
戸
大
橋
西
詰

交
差
点
の
区
間
は
現
道
が

な
く
未
整
備
で
あ
る
。
自

治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
の
整
合
性
の
観
点
か
ら

必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
代

替
す
る
路
線
も
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
「
存
続
」
が

妥
当
と
考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
４
＝
寺
戸

大
橋
西
詰
交
差
点
～
保
津

西
交
差
点
の
区
間
は
現
道

と
し
て
県
道
桜
井
田
原
本

王
寺
線
が
あ
る
が
、
計
画

幅
員
を
満
た
し
て
い
な

い
。
歩
行
者
等
の
交
通
機

能
の
観
点
か
ら
必
要
性
が

認
め
ら
れ
、
代
替
す
る
路

線
も
存
在
し
な
い
こ
と
か

ら
「
存
続
」
が
妥
当
と
考

え
る
。

　

▽
対
象
区
間
５
＝
保
津

西
詰
交
差
点
～
千
代
北
交

差
点
の
区
間
は
現
道
と
し

て
県
道
桜
井
田
原
本
王
寺

線
が
あ
る
が
、
計
画
幅
員

を
満
た
し
て
い
な
い
。
自

動
車
の
交
通
機
能
の
観
点

及
び
歩
行
者
等
の
交
通
機

能
の
観
点
か
ら
必
要
性
が

認
め
ら
れ
、
代
替
す
る
路

線
も
存
在
し
な
い
こ
と
か

ら
「
存
続
」
が
妥
当
と
考

え
る
。

　

▽
対
象
区
間
６
＝
千
代

北
交
差
点
～
終
点
の
区
間

は
現
道
と
し
て
県
道
桜
井

田
原
本
王
寺
線
が
あ
る

が
、
計
画
幅
員
を
満
た
し

て
い
な
い
。
自
動
車
の
交

通
機
能
の
観
点
及
び
歩
行

者
等
の
交
通
機
能
の
観
点

か
ら
必
要
性
が
認
め
ら

れ
、
代
替
す
る
路
線
も
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
「
存

続
」
が
妥
当
と
考
え
る
。

　
〈
大
和
高
田
斑
鳩
線
〉

　

昭
和
４０
年
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
幹
線
街
路

で
、
河
合
町
大
字
穴
闇
～

広
陵
町
大
字
大
塚
間
の
Ｌ

約
７
１
６
０
㍍
Ｗ
２０
㍍

（
２
車
線
）。
対
象
区
間
は

い
ず
れ
も
現
道
と
し
て
県

道
大
和
高
田
斑
鳩
線
が
あ

る
が
、
計
画
幅
員
を
満
足

し
て
い
な
い
。

　

▽
対
象
区
間
１
＝
起
点

の
大
塚
交
差
点
～
寺
戸
大

橋
西
詰
交
差
点
。
自
動
車

の
交
通
機
能
の
観
点
か
ら

必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
代

替
す
る
路
線
も
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
「
存
続
」
が

妥
当
と
考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
２
＝
寺
戸

大
橋
西
詰
交
差
点
～
池
部

交
差
点
の
区
間
。
歩
行
者

等
の
交
通
機
能
の
観
点
か

ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、

代
替
す
る
路
線
も
存
在
し

な
い
こ
と
か
ら
「
存
続
」

が
妥
当
と
考
え
る
。

　

▽
対
象
区
間
３
＝
池
部

交
差
点
か
ら
終
点
の
新
御

幸
橋
交
差
点
。
歩
行
者
等

の
交
通
機
能
の
観
点
及
び

自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
と
の
整
合
性
の
観
点
か

ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、

代
替
す
る
路
線
も
存
在
し

な
い
こ
と
か
ら
「
存
続
」

が
妥
当
と
考
え
る
。

価
格
２
４
４
５
万
３
０
０

０
円
込
）
で
契
約
を
締
結

し
て
委
託
、
業
務
を
進
め

て
い
る
。

　

業
務
は
、
浪
速
国
道
事

務
所
管
内
に
お
け
る
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
再
評
価

資
料
の
作
成
及
び
各
路
線

の
道
路
の
ス
ト
ッ
ク
効
果

や
道
路
網
調
査
等
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
資
料
作
成
段
階
で
必
要

と
な
る
将
来
交
通
量
推
計

を
実
施
す
る
。
ま
た
、
事

務
所
広
報
ツ
ー
ル
の
基
礎

資
料
及
び
公
表
資
料
の
作

成
等
を
行
う
も
の
。

　

主
な
業
務
内
容
は
①
デ

ー
タ
収
集
及
び
分
析
作
業

１
式
②
整
備
効
果
資
料
作

成
１
式
③
事
業
評
価
資
料

の
作
成
１
式
④
将
来
交
通

量
推
計
（
交
通
量
配
分
）

１
式
⑤
大
阪
北
東
部
地
域

の
道
路
網
調
査
資
料
の
作

成
１
式
。
委
託
期
間
６
年

２
月
２８
日
。

　

技
術
提
案
書
の
提
出
希

望
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
申
請
期

間
内
に
２８
者
か
ら
入
札
説

明
書
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
な
さ
れ
、
２
者
か
ら
参

加
表
明
書
の
提
出
が
あ

り
、
参
加
資
格
を
有
す
る

そ
の
２
者
を
技
術
提
案
書

の
提
出
者
と
し
て
選
定

し
、
そ
の
う
ち
の
１
者
の

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所
か

ら
提
出
さ
れ
た
参
加
表
明

書
及
び
技
術
提
案
書
を
評

価
し
た
結
果
、
適
切
な
提

案
と
認
め
ら
れ
た
た
め
契

約
の
相
手
方
と
し
た
も
の
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



平成榛原子供のもり公園平成榛原子供のもり公園

生 駒 市

課
題
解
消
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

課
題
解
消
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想︵
案
︶

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想︵
案
︶

取
組
の
基
本
方
針
を
策
定

取
組
の
基
本
方
針
を
策
定

　

宇
陀
市
は
、７
月
に「
宇

陀
市
平
成
榛
原
子
供
の
も

り
公
園
」
の
民
間
活
力
活

用
事
業
を
進
め
る
為
の
パ

ー
ト
ナ
ー
事
業
者
の
公
募

を
予
定
し
て
い
る
。

　

平
成
榛
原
子
供
の
も
り

公
園
は
、
榛
原
桧
牧
２
０

１
７
番
地
の
４
に
位
置
す

る
総
合
公
園
。
全
体
面
積

は
約
14
・
６
㌶
、
都
市
公

園
（
総
合
公
園
）
と
し
て

平
成
４
年
度
よ
り
事
業
に

着
手
、
９
年
の
歳
月
を
経

て
13
年
４
月
に
開
園
し

た
。
同
公
園
の
主
要
施
設

は
、
宇
田
川
右
岸
側
に
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
を
設

宇 陀 市

７
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
を
公
募

７
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
を
公
募

平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園長寿命化の一環で実施長寿命化の一環で実施

長田団地Ａ棟屋根外壁等改修長田団地Ａ棟屋根外壁等改修

斑

鳩

町

　

斑
鳩
町
は
、
一
般
競
争

入
札
に
よ
る
「
長
田
団
地

Ａ
棟
屋
根
外
壁
等
改
修
工

　

生
駒
市
は
「
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
構
想
（
案
）」
に

つ
い
て
の
意
見
を
７
月
２０

日
ま
で
募
集
し
て
い
る
。

同
構
想
（
案
）
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る

と
と
も
に
▽
担
当
部
署
窓

口
（
市
役
所
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
）
▽
鹿
ノ
台
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
▽
北
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ａ
は
ば
た
き
▽
図
書
会
館

▽
た
け
ま
る
ホ
ー
ル
▽
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
せ
せ
ら
ぎ
で
も
閲
覧
に

供
す
る
。
意
見
の
提
出
は

持
参
・
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

田原本町

７
月
５
日
ま
で
参
加
受
付

７
月
５
日
ま
で
参
加
受
付

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
調
査
等

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
調
査
等

　

田
原
本
町
は
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
第
３
期

田
原
本
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
係
る

調
査
及
び
計
画
策
定
業
務

及
び
第
７
期
田
原
本
町
障

害
福
祉
計
画
及
び
第
３
期

田
原
本
町
障
害
児
福
祉
計

画
策
定
業
務
」
を
公
告
。

参
加
申
込
の
受
付
締
切
が

７
月
５
日
ま
で
、
第
１
次

審
査
を
７
月
中
旬
頃
に
実

施
し
、
２
次
審
査
を
７
月

下
旬
頃
に
実
施
す
る
。
契

約
恩
締
結
は
８
月
上
旬
頃
。

予
算
額
及
び
見
積
限
度
額

は
第
３
期
田
原
本
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
６
０
０
万
４
０
０
０
円

込（
５
～
６
年
度
合
計
）、

第
７
期
田
原
本
町
障
害
福

祉
計
画
及
び
第
３
期
田
原

け
、
大
型
バ
ス
５
台
と
普

通
自
動
車
２
５
０
台
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
森

の
大
橋
を
挟
ん
で
下
流
側

に
少
年
野
球
場
・
上
流
側

に
少
年
サ
ッ
カ
ー
場
を
備

え
た
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
多

目
的
広
場
）
を
設
置
。
宇

田
川
左
岸
側
に
は
公
園
の

中
核
施
設
で
あ
る
森
の
館

（
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
下

１
階
地
上
３
階
建
）に
て
、

来
園
者
の
為
の
休
憩
施
設

や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
ウ
ッ

デ
ィ
ラ
ン
ド
な
ど
の
子
ど

も
向
け
コ
ー
ナ
ー
等
を
設

置
。
こ
の
ほ
か
、
宇
田
川

の
両
端
を
結
ぶ
橋
長
１
６

０
㍍
の
森
の
大
橋
や
遊
具

広
場
恐
竜
の
国
、
キ
ャ
ン

プ
サ
イ
ト
等
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　

今
後
、
同
市
は
同
公
園

を
自
然
環
境
や
地
域
産
業

な
ど
の
宇
陀
の
魅
力
発
信

と
宇
陀
に
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
い
、訪
れ
て
み
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
と
思
う
人

の
増
加
と
い
っ
た
事
業
効

果
に
繋
げ
て
い
き
た
い
考

え
。
し
か
し
、
現
在
の
同

公
園
で
は
利
用
率
が
低
く

活
か
し
き
れ
て
い
な
い
公

園
施
設
や
多
様
な
利
用
ニ

ー
ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な

い
と
い
っ
た
課
題
も
見
ら

れ
る
。

　

７
月
に
公
募
を
予
定
し

て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

者
の
募
集
で
は
、
同
市
と

共
に
事
業
詳
細
計
画
の
策

定
を
目
指
す
方
針
。
公
園

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た

っ
て
は
、
個
別
の
課
題
を

整
理
す
る
と
と
も
に
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
存

分
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
公
民
連
携
の
仕
組
み
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
パ
ー
ト
ナ

ー
事
業
者
に
は
提
案
内
容

を
も
と
に
同
市
と
共
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
や
公

民
の
役
割
、負
担
の
分
担
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
活

用
す
る
事
業
制
度
等
を
検

討
す
る
。
な
お
、
同
公
園

は
一
部
の
土
地
を
「
独
立

行
政
法
人
水
資
源
機
構
」

か
ら
借
り
受
け
て
設
置
し

て
い
る
為
、
再
整
備
に
あ

た
っ
て
は
法
人
と
の
協
議

の
上
で
許
可
を
受
け
る

等
、
通
常
の
都
市
公
園
と

は
異
な
る
手
続
が
必
要
に

な
る
。
こ
の
為
、
事
業
者

は
同
市
と
と
も
に
検
討
し

た
事
業
内
容
に
つ
い
て
、

許
可
を
得
る
為
に
必
要
な

協
議
や
許
可
申
請
へ
の
協

力
が
必
要
と
な
る
。

　

現
時
点
で
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
７
月
に

募
集
要
領
の
交
付
を
開

始
、
11
月
に
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
パ
ー

ト
ナ
ー
事
業
者
を
選
定
す

る
予
定
。
５
年
度
末
ま
で

に
詳
細
協
議
と
水
資
源
機

構
協
議
を
実
施
し
事
業
詳

細
計
画
を
策
定
、
６
年
度

以
降
は
事
業
詳
細
計
画
に

基
づ
く
契
約
や
許
可
手
続

き
、
設
計
・
整
備
等
を
予

定
し
て
い
る
。

事
」
の
発
注
に
向
け
て
、

現
在
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
５
年
度
の
工
事

発
注
見
通
し
で
は
、
第
３

四
半
期
の
発
注
を
予
定
。

工
事
概
要
は
外
壁
・
屋
根

改
修
工
１
式
、
工
期
約
５

ヵ
月
間
。
当
初
予
算
で
は

５
９
０
０
万
円
を
計
上
。

　

長
田
団
地
は
龍
田
２
―

５
―
１9
・
２
―
４
―
２２
に

位
置
し
、
Ａ
棟
・
Ｂ
棟
の

２
棟
か
ら
な
る
団
地
。
今

回
改
修
の
対
象
と
な
る
Ａ

棟
は
築
3１
年
程
経
過
し
て

お
り
、
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
延

べ
床
面
積
１
５
７
９
・
５７

平
方
㍍
、
敷
地
面
積
１
２

９
２
・
５６
平
方
㍍
。
今
回

の
改
修
工
事
は
長
寿
命
化

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
Ｂ
棟
は
３
～
４

年
度
の
２
ヵ
年
で
既
に
改

修
が
完
了
し
て
い
る
。

（
伊
藤
）

本
町
障
害
児
福
祉
計
画
２

８
５
万
円
込
。

　

同
業
務
は
、
同
町
に
お

け
る
さ
ら
な
る
福
祉
事
業

の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進
を
目
的
に
、
令

和
５
年
度
に
計
画
期
間
の

最
終
年
度
を
迎
え
る
「
第

６
期
障
害
福
祉
計
画
・
第

２
期
障
害
児
福
祉
計
画
」

及
び
令
和
６
年
度
に
計
画

の
最
終
年
度
を
迎
え
る「
第

２
期
田
原
本
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
見
直
し
を
実
施
。ま
た
、

「
第
３
期
田
原
本
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
の
ニ
ー
ズ
調
査
及
び

計
画
策
定
を
「
第
７
期
田

原
本
町
障
害
福
祉
計
画
・

第
３
期
田
原
本
町
障
害
児

福
祉
計
画
」
の
計
画
策
定

を
一
体
的
に
行
う
も
の
。

　

参
加
資
格
は
▽
民
事
再

生
法
ま
た
は
会
社
更
生
法

に
基
づ
き
再
生
・
更
生
手

続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ

れ
て
い
る
者
（
手
続
開
始

決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
者

を
除
く
）で
な
い
こ
と
等
、

経
営
状
態
が
著
し
く
不
健

全
で
な
い
こ
と
▽
法
人
と

し
て
、
平
成
２８
年
度
～
令

和
４
年
度
に
市
区
町
村
か

ら
同
計
画
の
策
定
受
託
実

績
を
１
件
以
上
有
す
る
こ

と
▽
統
括
責
任
者
と
し
て

平
成
２８
年
度
～
令
和
４
年

度
に
市
区
町
村
か
ら
同
計

画
の
策
定
受
託
実
績
を
１

件
以
上
有
す
る
こ
と
―
な

ど
。
担
当
は
こ
ど
も
未
来

課
（
電
話
０
７
４
４
―
３

３
―
９
０
９
５
）。
主
な

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

　

▽
第
３
期
田
原
本
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
＝
①
ニ
ー
ズ
調
査
②

調
査
結
果
に
基
づ
く
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
分
量

の
整
理
・
分
析
と
課
題
の

整
理
③
ニ
ー
ズ
調
査
の
報

告
書
作
成
④
需
要
量
の
見

込
の
算
出
及
び
目
標
量
の

設
定
⑤
事
業
計
画
案
の
策

定
支
援
⑥
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
支
援
⑦
計

画
書
及
び
概
要
版
の
策
定

⑧
田
原
本
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
支
援
。

　

▽
第
７
期
田
原
本
町
障

害
福
祉
計
画
及
び
第
３
期

田
原
本
町
障
害
児
福
祉
計

画
＝
①
現
状
把
握
と
分

析
、
課
題
の
整
理
、
需
要

量
推
計
、
目
標
量
の
算
出

②
計
画
の
骨
子
案
の
策
定

③
障
害
者
計
画
等
策
定
委

員
会
の
支
援
④
計
画
案
の

策
定
支
援
⑤
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施
支
援
⑥

計
画
書
の
策
定
。

意
見
入
力
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
か
ら
提
出
が
可

能
。
問
い
合
わ
せ
先
は
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
室

（
電
話
０
７
４
３
―
７
４

―
１
１
１
１
）。

　

今
回
の
意
見
募
集
は
、

同
市
を
取
り
巻
く
社
会
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
や
複
雑
化

に
対
応
す
る
為
、
市
民
や

事
業
者
と
共
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
多
様
な

生
き
方
や
暮
ら
し
方
を
実

現
す
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
」
の
構
築
に
向
け
、
取

組
の
基
本
方
針
と
な
る

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

を
策
定
す
る
為
に
実
施
す

る
も
の
。

　

同
市
は
大
正
１０
年
に
北

生
駒
村
か
ら
生
駒
町
と
な

っ
て
か
ら
の
約
５０
年
は
、

宝
山
寺
を
中
心
と
し
た
観

光
都
市
と
し
て
発
展
し
、

昭
和
４６
年
に
市
制
施
行
さ

れ
て
生
駒
市
に
な
っ
て
か

ら
は
、
大
阪
市
内
か
ら
の

鉄
道
や
車
で
の
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
か
ら
関
西
を
代
表

す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
発
展
し
た
。
し
か
し
、

２
０
１
０
年
代
以
降
は
人

口
減
少
等
に
伴
う
課
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
状
況
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

（
案
）
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
全
て
の
市
民
が
暮
ら

し
や
す
く
ず
っ
と
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す

方
針
。
目
指
す
ま
ち
の
姿

の
実
現
に
向
け
、
同
市
で

は
市
民
・
ま
ち
の
環
境
・

行
政
・
事
業
者
の
各
分
野

に
お
い
て
の
各
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
。
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向

け
、
前
記
の
各
分
野
に
加

え
て「
Ｄ
Ｘ
人
材
の
育
成
」

と
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
向
け
た
基
盤
づ
く

り
」
を
加
え
た
６
分
野
の

取
組
を
推
進
す
る
。ま
た
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
に
は
行
政
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
為
、
産
学

公
民
に
よ
る
連
携
体
制
の

構
築
を
目
指
す
方
針
。

策定過程
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①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

奈
良
市

　
　
（
６
月
２１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
照
明
器
具
改
修
工

事
（
佐
保
台
西
町
１
１
５

番
地
）
＝
①
み
や
こ
電
化

セ
ン
タ
ー
②
２
５
６
３
万

６
０
０
０
円
（
予
３
４
３

０
万
円
）③
デ
ミ
セ
電
工
、

村
上
電
業
、
関
西
電
工
、

阪
奈
電
設
、
久
保
総
合
設

備
、
竹
村
電
気
、
新
成
電

気
、
Ｙ
Ｆ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
モ
ノ
ポ
リ
ー
、
ダ

イ
ワ
デ
ン
キ
、
裕
電
工
、

荒
井
電
工
、ア
ス
カ
電
工
、

エ
イ
ワ
電
工
、
坂
井
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
前
川
電

気
、
伏
見
電
業
、
藤
原
電

気
工
業
、
共
栄
住
設
、
福

本
電
工
、ダ
イ
モ
ン
電
器
、

薮
内
電
工
（
辞
退
）、
武

部
商
会
（
未
受
領
）、
吉

田
電
機
商
工（
未
受
領
）。

　

▼
三
笠
中
学
校
校
舎
屋

上
防
水
改
修
工
事
（
三
条

川
西
町
３
番
１
号
）
＝
①

日
本
宣
伝
②
２
３
７
４
万

６
０
０
０
円
（
予
２
８
７

８
万
円
）③
水
野
工
務
店
、

シ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
昭
和
レ
ジ
ン
、
エ
ク

セ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
大

和
防
水
工
業
、鳥
井
建
設
、

つ
か
さ
建
設
、
広
成
、
吉

野
塗
装
、
ノ
ー
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
、
南
都
シ
ー
ル
ド
、

大
建
防
水
工
業
、
大
五
塗

装
（
失
格
）。

　

▼
舗
装
道
大
規
模
改
修

工
事
（
中
山
町
西
一
丁
目

地
内
・
登
美
ヶ
丘
中
山

線
）（
中
山
町
西
１
丁
目
）

＝
①
中
南
組
②
７
０
５
万

４
０
０
０
円
（
予
９
５
９

万
７
０
０
０
円
）。

　

▼
舗
装
道
補
修
工
事

（
菅
原
東
二
丁
目
地
内
・

中
部
第
１
５
０
０
号
線
）

（
菅
原
東
２
丁
目
）
＝
①

Ｍ
Ｅ
Ｃ
ロ
ー
ド
②
４
１
０

万
３
０
０
０
円
（
予
５
６

７
万
２
０
０
０
円
）。

　

▼
舗
装
道
補
修
工
事

（
西
北
部
地
区
そ
の
２
）

（
市
内
一
円
）＝
①
西
岡
工

務
店
②
３
３
０
万
円
（
予

４
５
３
万
４
０
０
０
円
）。

　

▼
舗
装
道
補
修
工
事

（
東
部
地
区
そ
の
２
）（
前

同
）
＝
①
丸
進
建
設
②
３

３
３
万
３
０
０
０
円
（
予

４
５
１
万
２
０
０
０
円
）。

生
駒
市

　
　
（
６
月
１５
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
生
駒
市
流
域
関
連
公

共
下
水
道
俵
口
町
４
３
２

号
線
工
事
及
び
水
道
管
移

設
工
事
（
俵
口
町
）
＝
①

西
本
組
②
４
３
８
５
万
円

（
予
５
０
９
３
万
９
０
０

０
円
）
③
マ
ル
ジ
ュ
ウ
、

西
和
工
事
、
髙
木
建
設
、

井
上
善
土
建
、上
野
建
材
、

安
田
工
務
店
④
Ｇ
Ｘ
Ｄ
Ｃ

Ｉ
Ｐ
φ
１
０
０
㍉
Ｌ
１
６

２
・
７
㍍
、
Ｇ
Ｘ
Ｄ
Ｃ
Ｉ

Ｐ
φ
７５
㍉
Ｌ
０
・
９
㍍
、

Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
φ
５０
㍉
Ｌ
１６
・

６
㍍
、
Ｓ
Ｇ
Ｐ
―
Ｖ
Ｂ
φ

４０
㍉
Ｌ
３
・
６
㍍
、
泥
吐

管
３
ヵ
所
、
消
火
栓
１
ヵ

所
、
給
水
切
替
１3
ヵ
所
、

仮
設
配
管
１
式
。
工
期
６

年
２
月
１６
日
。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
６
月
１５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
６
月
２１
日
契

約
）

　

▼
山
添
村
地
区
道
路
・

河
川
・
舗
装
小
規
模
維
持

修
繕
工
事
（
道
路
施
設
維

持
修
繕
事
業
他
）
１
０
２

―
１
５
４
他
号
（
山
添
村

地
区
）
＝
①
栗
田
建
設
②

４
０
９
万
８
０
０
０
円

（
比
４
６
４
万
３
０
０
０

円
）。県

建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
６
月
１3
日
・
一
般

競
争
入
札
、
６
月
２２
日
契

約
）

　

▼
県
営
住
宅
橿
原
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
団
地
集
会
所

（
本
体
及
び
増
築
棟
）
耐

震
・
大
規
模
改
修
工
事（
県

営
住
宅
環
境
改
善
事
業

（
耐
震
）（
補
助
分
）
及
び

県
営
住
宅
環
境
改
善
事
業

（
補
助
分
））
第
５
―
３
号

（
橿
原
市
白
橿
町
）
＝
①

共
同
建
設
②
２
４
７
４
万

６
０
０
０
円
（
比
２
７
２

７
万
円
）③
林
設
備
工
業
、

松
吉
組
④
集
会
所
本
体

（
Ｐ
Ｃ
ａ
造
一
部
Ｓ
造
平

屋
建
延
べ
面
積
４６
平
方

㍍
）
増
築
棟
（
Ｓ
造
平
屋

建
延
べ
面
積
４５
平
方
㍍
）、

増
築
棟
の
耐
震
改
修
、
大

規
模
改
修
工
事
、
前
記
に

伴
う
電
気
・
機
械
設
備
工

事
。
設
計
は
坪
岡
建
築
事

務
所
が
担
当
。
工
期
１２
月

８
日
。

県
文
化
財
保
存

事
務
所

　
　
（
６
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
重
要
文
化
財
玉
置
神

社
社
務
所
及
び
台
所
彩
色

保
存
工
事
（
第
２
期
）
５

文
保
第
３
号
（
十
津
川
村

玉
置
川
１
〈
玉
置
神
社
境

内
〉）
＝
①
若
林
工
芸
舎

（
京
都
市
下
京
区
）
②
１

６
２
８
万
４
０
０
０
円

（
比
１
７
７
０
万
円
）
③

さ
わ
の
道
玄
、
片
山
、
彩

色
設
計
、
小
西
美
術
工
藝

社（
無
効
）④
７
月
3１
日
。

大
和
高
田
市

　
　
（
６
月
２１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
総
合
体
育
館
高
窓
開

閉
装
置
取
替
修
繕
（
幸
町

〈
大
和
高
田
市
立
総
合
体

育
館
〉）
＝
①
幸
栄
ホ
ー

ム
②
３
２
８
万
円
（
予
３

３
０
万
円
）。

葛
城
市

　
　
（
６
月
８
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
葛
城
市
体
力
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
各
設
備
整
備
修

繕
業
務
（
笛
堂
）
＝
①
泉

電
機
工
業
②
１
５
５
０
万

円
（
予
１
９
５
０
万
円
）

③
近
鉄
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
④
６
年
３
月
８
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
６
月
１４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
６
月
２８
日
契

約
予
定
）

　

▼
五
條
高
校
普
通
教
室

棟
（
39
・
40
）、
特
別
教

室
棟
（
32
）
空
調
設
備
及

び
屋
上
防
水
改
修
工
事
設

計
業
務
委
（
設
）
第
５
―

10
号
（
五
條
市
岡
町
）
＝

①
桝
谷
設
計
②
５
３
４
万

円
（
比
５
３
４
万
円
）
③

ワ
ー
ル
ド
設
計
④
普
通
教

室
棟
（
39
）
Ｒ
Ｃ
造
３
階

建
空
調
設
備
の
改
修
、
屋

上
防
水
改
修
、
前
記
に
伴

う
電
気
設
備
工
事
、
普
通

教
室
棟
（
４０
）
Ｒ
Ｃ
造
３

階
建
空
調
設
備
の
改
修
、

前
記
に
伴
う
電
気
設
備
工

事
、
特
別
教
室
棟
（
3２
）

Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
空
調
設
備

の
改
修
、屋
上
防
水
改
修
、

前
記
に
伴
う
電
気
設
備
工

事
に
係
る
設
計
業
務
。
委

託
期
間
１１
月
２9
日
。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
６
月
１５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
６
月
２１
日
契

約
）

　

▼
白
川
ダ
ム
他
挙
動
測

量
委
託
（
河
川
（
ダ
ム
）

維
持
修
繕
事
業
）
Ｎ
Ｄ
―

２
―
委
―
２
他
号
（
天
理

市
和
爾
町
他
）
＝
①
サ
ン

デ
ィ
ス
ト
②
３
６
８
万
円

（
比
４
４
６
万
円
）
③
太

洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ナ
ン
ワ
、
エ
ー
シ
ー
設
計

企
画
、
ア
リ
オ
ン
、
本
田

測
量
設
計
、
国
土
調
査
設

計
事
務
所
、西
奈
良
測
技
、

天
理
技
研
、
英
晃
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
大
和
測
量
設

計
事
務
所
、
ラ
イ
ト
、
松

嶋
測
量
、ク
ラ
イ
ス
技
研
、

水
野
測
量
設
計
事
務
所
、

ワ
ー
ク
、
ア
ク
セ
ス
、
原

田
測
量
、
五
洋
設
計
、
古

川
測
量
、
コ
ー
ダ
技
研
、

ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
④
白
川
ダ

ム
挙
動
測
量
６
回
、
天
理

ダ
ム
挙
動
測
量
４
回
。
委

託
期
間
６
年
３
月
２２
日
。

　
　
（
６
月
１５
日
・
指
名

競
争
入
札
、
６
月
２１
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
３
６
９
号

道
路
台
帳
補
正
業
務
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
（
道
路
改
良
））
１
―

10
―
Ａ
４
―
委
―
４
号

（
奈
良
市
大
保
町
）
＝
①

オ
カ
モ
ト
測
量
②
１
８
７

万
円
（
比
２
２
９
万
円
）

③
ア
リ
オ
ン
、
シ
ー
ド
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三
和
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
本
田
測

量
設
計
、
三
協
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
セ
イ
ワ
コ
ン
サ
ル
、

西
奈
良
測
技
、天
理
技
研
、

ト
ッ
プ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
国
崎
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、山
本
測
量
設
計
、

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
イ
ト
、
奥

本
測
量
設
計
（
辞
退
）、

三
輪
測
量
設
計
事
務
所

（
辞
退
）
④
９
月
２9
日
。

　

▼
主
要
地
方
道
枚
方
大

和
郡
山
線
中
町
工
区
道
路

台
帳
補
正
業
務
委
託
（
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
（
道
路
改
良
）（
都
づ

く
り
）他
）繰
１
―
１
―
Ａ

７
―
委
―
６
他
号
（
奈
良

市
中
町
）
＝
①
井
前
建
設

②
２
１
５
万
円
（
比
２
６

２
万
円
）③
日
立
工
営
、都

市
企
画
設
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
国
土
調
査
設
計
事

務
所
、
ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、

ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
ソ
ク
セ

ン
、三
栄
測
量
設
計
、ア
イ

ラ
測
量
、
エ
フ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
土
木
設
計
創

建
、
測
量
舎
、
新
都
市
二

十
一
（
辞
退
）、
朝
日
測

量
（
辞
退
）、
ゆ
た
か
測

量
設
計（
辞
退
）④
前
同
。

　

▼
都
市
計
画
道
路
奈
良

橿
原
線
道
路
台
帳
補
正
業

務
委
託
（
無
電
柱
化
推
進

事
業
（
街
路
）（
都
づ
く

り
））
繰
１
―
Ｇ
１
―
委

―
５
号
（
奈
良
市
三
条
町

他
）
＝
①
ア
ク
ト
創
研
②

１
８
４
万
円
（
比
２
２
５

万
円
）
③
阪
神
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
、
五
洋
設
計
、
大

和
測
量
設
計
事
務
所
、
ヤ

マ
ウ
ラ
、
タ
ケ
ダ
技
研
、

三
栄
測
量
設
計
、ラ
イ
ト
、

前
川
測
量
設
計
事
務
所
、

土
木
設
計
創
建
、測
量
舎
、

南
測
量
設
計
事
務
所
、
太

洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

イ
ン
テ
コ
、
ア
ト
ラ
ス
工

営
（
辞
退
）
④
前
同
。

　

▼
鹿
野
園
沢
管
理
用
道

路
詳
細
設
計
業
務
（
事
業

間
連
携
事
業
（
砂
防
））

19
―
１
―
委
―
１
号
（
奈

良
市
白
毫
寺
町
）
＝
①
天

理
技
研
②
４
８
９
万
円

（
比
６
０
８
万
円
）
③
太

洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

阪
神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

五
洋
設
計
、
イ
ン
テ
コ
、

シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ト
ッ
プ
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ノ
ア
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
和
測

量
設
計
事
務
所
、
ア
ル
プ

ス
、
ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
三

和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
晃

和
調
査
設
計
、
ス
キ
ャ
ド

ロ
ン
（
辞
退
）、
奈
良
技

研（
辞
退
）④
１１
月
3０
日
。

県
郡
山
土
木
事

務
所

　
　
（
６
月
１５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
６
月
２１
日
契

約
）

　

▼
モ
チ
川
管
理
用
道
路

路
線
測
量
業
務
（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
（
砂

防
））
21
―
１
―
委
―
２

号（
生
駒
市
西
松
ヶ
丘
他
）

＝
①
古
川
測
量
②
４
４
７

万
円
（
比
５
４
０
万
円
）

③
ナ
ン
ワ
、
井
前
建
設
、

ダ
イ
イ
チ
、
エ
ー
シ
ー
設

計
企
画
、
五
洋
設
計
、
ア

リ
オ
ン
、
す
ぎ
た
測
量
設

計
事
務
所
、
イ
ン
テ
コ
、

井
上
測
量
設
計
事
務
所
、

都
市
企
画
設
計
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
第
一
測
量
設
計

所
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
三
和
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
本
田
測
量
設
計
、

セ
イ
ワ
コ
ン
サ
ル
、
ヨ
シ

ノ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
シ

ン
エ
イ
、
潮
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
和
州
測
量
設

計
事
務
所
、
国
土
調
査
設

計
事
務
所
、
清
和
、
西
奈

良
測
技
、
天
理
技
研
、
奥

本
測
量
設
計
、
大
門
測
量

設
計
事
務
所
、
コ
ー
ダ
技

研
、
ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、
ト

ッ
プ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ノ
ア
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
英
晃
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
エ
イ
コ
ー
測
量

設
計
事
務
所
、
大
和
測
量

設
計
事
務
所
、
サ
ン
デ
ィ

ス
ト
、
谷
本
測
量
設
計
事

務
所
、
ア
ル
プ
ス
、
ウ
ィ

ズ
テ
ッ
ク
、
ソ
ク
セ
ン
、

タ
ケ
ダ
技
研
、
三
栄
測
量

設
計
、
ラ
イ
ト
、
松
嶋
測

量
、
ク
ラ
イ
ス
技
研
、
オ

カ
モ
ト
測
量
、
ワ
ー
ク
、

前
川
測
量
設
計
事
務
所
、

原
田
測
量
、
共
同
エ
ン
ジ

ニ
ア
、ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
・

ラ
イ
フ
、
ア
ク
セ
ス
、
親

光
、ワ
タ
ベ
測
量
、日
立
工

営
④
路
線
測
量
０
・
４２
㌔

㍍
。委
託
期
間
９
月
２9
日
。

五
條
市

　
　
（
６
月
２１
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
五
條
市
市
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
改
定
業
務

２
３
０
２
０
０
４
号
（
市

全
域
）
＝
①
国
際
航
業
②

５
９
９
万
円
（
予
７
５
２

万
円
）③
パ
ス
コ（
失
格
）、

日
本
工
営
都
市
空
間
（
失

格
）、中
央
開
発
、昭
和（
辞

退
）、
ア
ジ
ア
航
測
（
辞

退
）、
キ
タ
イ
設
計
（
辞

退
）、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
（
辞
退
）、
日

本
イ
ン
シ
ー
ク（
辞
退
）、

総
合
環
境
計
画
（
辞
退
）

④
五
條
市
市
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
改
定
１
式
。

委
託
期
間
６
年
２
月
２9
日
。

香
芝
市

　
　
（
６
月
２０
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
公
共
下
水
道
工
事
に

伴
う
設
計
委
託
（
23
―
単

１
）（
穴
虫
）
＝
①
ワ
イ
テ

ッ
ク
②
４
４
５
万
円
（
予

５
０
３
万
円
）
③
西
日
本

設
計
、
浪
速
技
研
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
エ
ハ
ラ
、
内

外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ノ
ア
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
間
瀬
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
五
星
④
管
路
施
設
実

施
設
計
（
詳
細
設
計
）（
開

削
工
法
φ
１
２
０
０
㍉
未

満
Ｌ
２０
㍍
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
１
基
）。

　

▼
近
鉄
下
田
駅
地
下
自

転
車
駐
車
場
改
修
実
施
設

計
業
務
委
託
（
近
鉄
下
田

駅
地
下
自
転
車
駐
車
場
）

＝
取
止
め
・
不
調
。

　
　
（
６
月
２０
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
香
芝
市
自
殺
対
策
計

画
策
定
支
援
業
務
（
香
芝

市
保
健
セ
ン
タ
ー
）
＝
①

関
西
計
画
技
術
研
究
所
②

８５
万
円
（
予
9０
万
９
０
９

１
円
）
③
関
西
計
画
技
術

研
究
所
の
み
④
１０
月
3１
日
。

　

▼
第
４
次
香
芝
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策

定
支
援
業
務
（
市
内
）
＝

①
総
合
環
境
計
画
②
８０
万

円
（
予
８０
万
円
）
③
エ
ス

プ
ー
ル
グ
ロ
ー
カ
ル
、
帝

人
エ
コ
・
サ
イ
エ
ン
ス
④

６
年
１
月
3１
日
。

　

▼
香
芝
市
障
が
い
者
計

画
・
障
が
い
福
祉
計
画
お

よ
び
障
が
い
児
福
祉
計
画

策
定
支
援
業
務
（
逢
坂
１

丁
目
３
７
４
番
地
１
〈
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉）
＝

①
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
総
合
研
究
所
②

１
８
０
万
円
（
予
１
８
０

万
円
）
③
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
総
合
研

究
所
の
み
④
６
年
３
月
２9

日
。

　

▼
香
芝
市
学
校
施
設
等

総
合
役
務
業
務
（
市
立
小

学
校〈
全
１０
校
〉、
市
立
中

学
校〈
全
４
校
〉、
市
立
幼

稚
園〈
全
５
園
〉、
市
立
認

定
こ
ど
も
園〈
全
３
園
〉、

市
立
保
育
所
〈
全
５
ヵ

所
〉）＝
①
Ｋ
Ｂ
Ｓ
②
１
０

６
２
万
３
９
０
０
円
（
予

１
０
８
５
万
４
５
４
５

円
）
③
近
鉄
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
ズ
④
６
年
３
月
3１
日
。

県
水
道
局

　
　
（
６
月
１3
日
・
一
般

競
争
入
札
、
６
月
１６
日
契

約
）

　

▼
奈
良
県
広
域
水
道
企

業
団
設
立
に
係
る
例
規
整

備
支
援
業
務
委
託
（
奈
良

市
法
蓮
町
）
＝
①
ぎ
ょ
う

せ
い
②
７
９
０
万
円
③
ぎ

ょ
う
せ
い
の
み
④
整
備
す

べ
き
例
規
の
洗
い
出
し
及

び
一
覧
表
の
作
成
１
式
、

構
成
団
体
等
の
例
規
比
較

デ
ー
タ
の
作
成
１
式
、
例

規
案
（
原
案
）
の
作
成
１

式
、
例
規
案
（
最
終
案
）

の
作
成
１
式
、
浄
書
の
実

施
１
式
、
構
成
団
体
に
お

け
る
例
規
改
廃
へ
の
助
言

１
式
、
成
果
物
の
納
入
１

式
。
委
託
期
間
７
年
３
月

２１
日
。

県
幹
線
街
路
整

備
事
務
所

　
　
（
６
月
１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
（
都
）
大
安
寺
柏
木

線
大
安
寺
地
区
他
施
工
計

画
検
討
委
託
（（
仮
称
）

奈
良
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
補
助

街
路
事
業（
都
づ
く
り
））

第
繰
８
―
２
―
Ａ
Ｇ
５
―

委
―
５
号
（
奈
良
市
大
安

寺
３
丁
目
他
）
＝
応
札
者

（
１
者
）
に
記
載
誤
り
が

あ
っ
た
た
め
不
調
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
６
月
２０
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
吉
野
川
河
川
監
視
業

務
委
託
（
河
川
安
全
対
策

事
業
他
）
第
Ｙ
―
１
―
委

１
他
号
（
吉
野
町
宮
滝
８２

―
１
〈
吉
野
川
岩
場
周

辺
〉）
＝
①
ワ
ー
ル
ド
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

②
３
５
８
万
円
③
ワ
ー
ル

ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
み
④
８
月
２７
日
。

　

▼
吉
野
川
河
川
啓
発
巡

視
業
務
委
託
（
河
川
安
全

対
策
事
業
）
第
Ｙ
―
１
―

委
２
号（
吉
野
町
上
市〈
リ

バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
近
鉄

鉄
橋
の
下
流
付
近
～
桜
橋

下
流
間
）〉、
飯
貝
〈
吉
野

高
校
前
（
桜
橋
上
流
～
漁

協
前
付
近
間
）〉、御
園〈
柴

橋
付
近
（
河
川
交
流
セ
ン

タ
ー
下
流
）〉）
＝
①
ワ
ー

ル
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
②
１
２
０
万
円
③

ワ
ー
ル
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
み
④
８
月

3１
日
。

葛
城
市

　
　
（
６
月
８
日
・
一
般
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競
争
入
札
）

　

▼
登
山
道
整
備
計
画
策

定
業
務
委
託
（
加
守
他
）

＝
①
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
②
４
０
０
万
円
（
予

５
８
６
万
４
０
０
０
円
）

③
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
み
④
老
朽
化
や
災
害

等
に
よ
り
葛
城
山
・
二
上

山
の
登
山
道
が
荒
廃
し
、

利
用
者
に
と
っ
て
危
険
な

状
態
と
な
っ
て
い
る
た
め

整
備
。
国
定
公
園
内
を
整

備
す
る
場
合
は
、
県
を
通

じ
て
国
へ
の
申
請
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
際
に
提
出
す
る
整
備

計
画
（
事
業
費
の
試
算
を

含
む
）
の
策
定
。
委
託
期

間
６
年
２
月
２9
日
。

　

▼
家
屋
評
価
支
援
業
務

（
市
内
）
＝
①
四
門
②
６

６
４
万
円
（
予
７
５
１
万

７
０
０
０
円
）
③
大
和
不

動
産
鑑
定
④
地
方
税
法
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課

税
客
体
で
あ
る
家
屋
の
評

価
に
つ
い
て
、
固
定
資
産

評
価
基
準
（
総
務
大
臣
告

示
）
に
基
づ
き
、
適
正
に

評
価
す
る
と
と
も
に
、
家

屋
評
価
業
務
に
関
し
、
技

術
的
・
専
門
的
知
識
の
支

援
を
受
け
、
固
定
資
産
税

の
公
正
か
つ
公
平
な
課
税

の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
委
託
期
間

６
年
３
月
２9
日
。

田
原
本
町

　
　
（
６
月
１9
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
田
原
本
町
消
防
用
設

備
等
保
守
点
検
業
務
（
大

字
金
沢
１
２
３
番
地
外

９
）
＝
①
近
畿
ビ
ル
テ
ク

ノ
②
3４
万
７
４
０
０
円

（
予
５６
万
９
０
０
０
円
）

③
日
本
住
宅
設
備
（
辞

退
）、
阪
神
管
理
サ
ー
ビ

ス
、
文
政
、
東
洋
テ
ッ
ク

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス（
辞
退
）。

　

▼
学
校
給
食
厨
房
排
水

管
及
び
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ

プ
洗
浄
清
掃
業
務
（
大
字

大
木
１
番
地
の
１
他
６
）

＝
①
管
清
工
業
②
６9
万
円

（
予
１
６
７
万
９
５
０
０

円
）
③
ア
ス
カ
美
装
（
辞

退
）、近
畿
ビ
ル
テ
ク
ノ
、

新
世
紀
建
工
（
辞
退
）、

中
部
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
、阪
神
管
理
サ
ー
ビ
ス
、

文
政
（
辞
退
）、
ア
ク
ア

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。

　

▼
特
殊
建
築
物
定
期
報

告
業
務
（
大
字
大
木
１
番

地
の
１
他
６
）
＝
①
吉
本

建
築
設
計
事
務
所
②
１
４

０
万
円
（
予
２
６
６
万
６

０
０
０
円
）
③
う
え
む
ら

建
築
相
談
所
、
尾
川
建
築

設
計
事
務
所
（
辞
退
）、

京
成
設
計
、北
和
設
計（
辞

退
）。

　

▼
田
原
本
町
立
幼
稚

園
・
小
学
校
空
調
設
備
保

守
点
検
業
務
（
大
字
大
木

１
番
地
の
１
他
３
）
＝
①

奈
良
温
調
②
２
５
３
万
２

０
０
０
円
（
予
３
９
８
万

円
）
③
加
藤
電
気
設
備
、

黒
松
水
道
（
辞
退
）、
小

西
エ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
（
辞

退
）、
中
部
ト
ー
タ
ル
サ

ー
ビ
ス（
辞
退
）、文
政（
辞

退
）、
山
田
電
工
社
（
辞

退
）、大
和
電
機
工
業
（
辞

退
）、
ヨ
ネ
ダ
ガ
ス
ホ
ー

ム
ラ
イ
フ
（
辞
退
）。

　

▼
田
原
本
町
立
学
校

（
園
）
植
木
剪
定
等
業
務

委
託
（
大
字
大
木
１
番
地

の
１
ほ
か
９
ヵ
所
）
＝
①

橋
本
造
園
②
３
６
０
万
円

（
予
３
８
６
万
４
０
０
０

円
）
③
川
西
造
園
土
木
、

木
村
工
業
、
三
昇
。

河
合
町

　
　
（
６
月
６
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
た
め
池
耐
震
改
修
工

事
（
コ
ガ
モ
池
）
に
伴
う

家
屋
事
前
調
査
業
務
委
託

第
委
―
３
号
（
池
部
）
＝

①
倉
田
総
合
鑑
定
②
７
２

５
万
円（
設
８
２
０
万
円
）

③
コ
ム
建
築
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、ア
ト
ラ
ス
工
営（
辞

退
）、
た
か
の
建
築
事
務

所
、
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
④
Ｗ
造
建
物
Ａ
事
前

（
７０
平
方
㍍
以
上
１
３
０

平
方
㍍
未
満
１
棟
、
１
３

０
平
方
㍍
以
上
２
０
０
平

方
㍍
未
満
４
棟
、
２
０
０

平
方
㍍
以
上
３
０
０
平
方

㍍
未
満
２
棟
）、
Ｗ
造
建

物
Ｃ
事
前
７０
平
方
㍍
未
満

８
棟
。
工
期
９
月
２9
日
。

　

▼
地
籍
調
査
（
佐
味
田

①
地
区
）
業
務
委
託
第
委

―
２
号
（
佐
味
田
）
＝
①

上
智
②
７
４
５
万
円
（
設

８
１
９
万
３
０
０
０
円
）

③
松
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
写
測
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
八
州
、
南
海
測
量

設
計
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
（
辞
退
）
④
測
量

業
務
０
・
０６
平
方
㌔
㍍（
Ｃ

工
程
〈
地
籍
図
根
三
角
測

量
〉、
Ｅ
工
程
〈
一
筆
地

調
査
〉、
Ｆ
Ⅰ
工
程
〈
細

部
図
根
測
量
〉、
Ｆ
Ⅱ
―

１
工
程〈
一
筆
地
測
量
〉）。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
流
域
下
水
道
セ
ン

タ
ー
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
６
月

21
日
公
告
）

　

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー
２
号

細
目
ス
ク
リ
ー
ン
か
す
除

塵
機
修
繕
工
事
Ｒ
５
浄
工

第
10
号
（
大
和
郡
山
市
額

田
部
南
町
）
＝
①
入
札
書

及
び
入
札
金
額
の
内
訳
書

の
提
出
７
月
４
日
ま
で
②

７
月
５
日
③
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
建
設
業
者
。
機
械

器
具
設
置
工
事
業
ま
た
は

水
道
施
設
工
事
業
の
一
般

建
設
業
許
可
ま
た
は
特
定

建
設
業
許
可
。
機
械
設
備

ま
た
は
上
下
水
道
設
備
の

登
録
―
な
ど
④
入
札
公
告

参
照
⑤
予
７
２
６
万
９
９

０
０
円
込
、
低
６
４
８
万

６
７
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ

ー
初
沈
汚
泥
ス
ク
リ
ー
ン

修
繕
工
事
Ｒ
５
宇
工
第
４

号（
宇
陀
市
榛
原
福
地
）＝

①
前
同
②
前
同
③
前
同
④

入
札
公
告
参
照
⑤
予
４
５

９
万
６
９
０
０
円
込
、
低

４
２
２
万
８
４
０
０
円
込
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
警
察
本
部
（
施
工

体
制
確
認
型
一
般
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

６
月
16
日
公
告
）

　

▽
交
通
信
号
機
改
良
等

工
事
設
計
委
託
第
７
号

（
奈
良
市
六
条
町
１
２
４

番
地
の
１
先
〈
薬
師
寺
東

口
交
差
点
〉外
１
ヵ
所
）＝

①
入
札
書
の
提
出
７
月
６

日
ま
で
②
７
月
７
日
③
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
者
で
、

資
格
業
種
が
「
そ
の
他
」

の
「
交
通
信
号
機
設
計
」

で
登
録
を
受
け
て
い
る
業

者
―
な
ど
④
交
通
信
号
灯

器
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
等
に

係
る
実
施
設
計
。
委
託
期

間
８
月
3１
日
⑤
予
２
３
９

万
８
０
０
０
円
込
、
低
１

９
６
万
９
０
０
０
円
込
。

県
警
察
本
部
（
施
工

体
制
確
認
型
一
般
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

６
月
19
日
公
告
）

　

▽
高
田
警
察
署
御
所
警

察
庁
舎
整
備
近
隣
家
屋
事

前
調
査
等
業
務
委
託
第
05

―
04
―
業
号
（
御
所
市
大

字
三
室
ほ
か
）
＝
①
入
札

書
の
提
出
７
月
７
日
ま
で

②
７
月
１０
日
③
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

の
う
ち
、「
補
償
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
」
と
し
て
登
録

し
て
い
る
者
で
あ
る
こ

と
。
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
登
録
部
門
の
う
ち
、「
物

件
」
及
び
「
事
業
損
失
」

を
登
録
し
て
い
る
者
で
あ

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
を
有
し
て
い

る
こ
と
―
な
ど
④
事
業
損

失
調
査
１
式
。
委
託
期
間

１０
月
3１
日
⑤
予
定
価
格
は

事
後
公
表
、
最
低
制
限
価

格
は
設
定
し
な
い
。

県
防
災
統
括
室
（
総

合
評
価
落
札
方
式
一

般
競
争
入
札
〈
郵
便

入
札
〉
６
月
21
日
公

告
）

　

▽
奈
良
県
防
災
行
政
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
衛
星
回

線
等
再
整
備
基
本
・
実
施

設
計
業
務
委
託
（
奈
良
市

登
大
路
町
他
）
＝
①
入
札

参
加
申
込
書
の
提
出
６
月

２9
日
ま
で
（
技
術
提
案
書

の
提
出
７
月
１２
日
ま
で
、

入
札
書
及
び
業
務
委
託
費

内
訳
書
の
提
出
期
間
８
月

７
日
～
２１
日
）
②
８
月
２２

日
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

「
電
気
電
子
」
部
門
の
資

格
を
有
す
る
こ
と
―
な
ど

④
基
本
・
実
施
設
計
業
務

委
託
１
式
。
委
託
期
間
６

年
８
月
3０
日
⑤
予
７
７
０

４
万
７
３
０
０
円
込
、
調

６
１
８
４
万
２
０
０
０
円

込
。三

郷
町
（
総
合
評
価

落
札
方
式
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

６
月
21
日
公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
（
繰
）

三
郷
町
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
導
入
検
討
業
務
（
勢
野

東
５
丁
目
）
＝
①
入
札
参

加
資
格
確
認
申
請
書
の
提

出
７
月
７
日
ま
で
（
技
術

提
案
書
の
提
出
期
間
７
月

６
日
～
７
日
、
入
札
書
の

提
出
８
月
９
日
ま
で
）
②

８
月
１０
日
③
入
札
参
加
有

資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
企
業
で
あ
っ
て
、

有
資
格
者
名
簿
に
（
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
「
都
市

計
画
及
び
地
方
計
画
」）

の
搭
載
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
県
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
導
入
検
討
業
務
１
式
。

委
託
期
間
６
年
３
月
２9
日

⑤
予
１
０
８
８
万
円
、
低

８
７
３
万
円
。

　

▽
令
和
５
年
度
三
郷
町

大
規
模
盛
土
造
成
地
の
変

動
予
測
調
査
業
務
（
宅
地

耐
震
化
推
進
事
業
）（
美
松

ヶ
丘
、
城
山
台
、
信
貴
ヶ

丘
）
＝
①
前
同
②
前
同
③

入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
る
企
業

で
あ
っ
て
、
有
資
格
者
名

簿
に
（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
「
土
質
及
び
基
礎
」

ま
た
は
「
地
質
」）
の
搭

載
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
―

な
ど
④
測
量
業
務
、
地
質

調
査
、
安
定
計
算
。
委
託

期
間
６
年
３
月
１9
日
⑤
予

１
７
２
８
万
円
、
低
１
３

２
９
万
９
０
０
０
円
。

県
東
部
農
林
振
興
事

務
所
（
一
般
競
争
入

札
〈
電
子
入
札
〉
６

月
20
日
公
告
）

　

▽
公
共
用
地
登
記
推
進

事
業
奥
宇
陀
広
域
農
道
２

期
地
区
嘱
託
登
記
業
務
委

託
第
Ｒ
５
Ｃ
１
委
８
号

（
宇
陀
市
室
生
砥
取
）
＝

①
入
札
書
の
提
出
７
月
４

日
ま
で
②
７
月
５
日
③
県

土
地
家
屋
調
査
士
会
の
会

員
ま
た
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
が
県
内
に
存
す

る
公
共
嘱
託
登
記
土
地
家

屋
調
査
士
協
会
。
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
の
そ
の
他
部
門
「
土
地

家
屋
調
査
」
に
登
録
し
て

い
る
こ
と
。
登
録
所
在
地

が
県
高
田
土
木
事
務
所
、

県
中
和
土
木
事
務
所
、
県

宇
陀
土
木
事
務
所
、
県
五

條
土
木
事
務
所
ま
た
は
県

吉
野
土
木
事
務
所
管
内
―

な
ど
④
嘱
託
登
記
業
務
１

式
。
委
託
期
間
１１
月
3０
日

⑤
予
４3
万
５
６
１
１
円
込
、

低
２６
万
１
３
６
６
円
込
。

県
東
部
農
林
振
興
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
６
月

20
日
公
告
）

　

▽
奈
良
ら
し
い
農
業
基

盤
モ
デ
ル
事
業
大
宇
陀
政

始
北
部
地
区
畑
地
か
ん
が

い
施
設
測
量
業
務
委
託
第

Ｒ
５
Ｃ
１
委
９
号
（
宇
陀

市
大
宇
陀
岩
清
水
、
大
宇

陀
守
道
）
＝
①
入
札
書
の

提
出
７
月
４
日
ま
で
②
７

月
５
日
③
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
測
量
に
登
録
を
受
け
、

Ａ
等
級
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
を

有
し
て
い
る
こ
と
―
な
ど

④
測
量
業
務
１
式
（
基
準

点
測
量
１
式
、
現
地
測
量

０
・
０４
平
方
㌔
㍍
、
路
線

測
量
１
式
）。
委
託
期
間

１２
月
２２
日
⑤
予
１
１
１
２

万
１
０
０
０
円
込
、
低
９

２
９
万
５
０
０
０
円
込
。

奈
良
労
働
局
（
一
般

競
争
入
札
６
月
20
日

公
告
）

　

▽
令
和
５
年
度
奈
良
労

働
局
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
委
託
事
業
＝
①
入
札
参

加
に
必
要
と
な
る
書
類
の

提
出
期
限
７
月
１3
日
正
午

（
入
札
書
の
提
出
期
限
７

月
１４
日
９
時
）
②
７
月
１４

日
③
令
和
０４
・
０５
・
０６
年

度
一
般
競
争
入
札
参
加
資

格
（
全
省
庁
統
一
資
格
）

に
お
い
て
、
近
畿
地
域
で

役
務
の
提
供
等
Ｂ
、
Ｃ
ま

た
は
Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ

れ
て
い
る
者
―
な
ど
④
仕

様
書
の
と
お
り
。
委
託
期

間
６
年
３
月
3１
日
。

三
郷
町

　
　
（
７
月
６
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉）

　

▽
令
和
５
年
度
城
山
台

ポ
ン
プ
場
変
圧
器
取
替
修

繕
（
勢
野
西
１
丁
目
）
＝

指
名
は
浅
野
ア
タ
カ
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
、
尾
上
電
機
、
関
西
電

工
、
吉
田
電
気
工
事
の
５

者
。
予
１
６
５
万
円
。

香
芝
市

　
　
（
７
月
４
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉）

　

▽
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
に
基
づ
く
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
取
替
え
工
事

（
雨
水
）（
真
美
ヶ
丘
）
＝

指
名
は
日
進
建
設
、
上
村

組
、
上
京
建
設
、
近
畿
ニ

チ
レ
キ
工
事
の
４
者
。
工

事
概
要
は
蓋
取
替
え
工
７3

ヵ
所
。
設
３
０
０
７
万
６

２
０
０
円
込
、
最
低
制
限

価
格
設
定
あ
り
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
７
月
３
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
紀
の
川
他
清
掃
業
務

委
託
（
河
川
美
化
対
策
事

業
）Ｙ
―
２
―
委
１
号（
吉

野
町
飯
貝
他
）
＝
工
期
９

月
3０
日
。

　

▽
主
要
地
方
道
大
台
ヶ

原
公
園
川
上
線
舗
装
修
繕

工
事
（
臨
時
単
独
舗
装
道

補
修
事
業
）
６
１
２
―
４

―
１
号（
上
北
山
村
小
橡
）

＝
工
期
１０
月
3１
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
７
月
１１
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
令
和
５
年
度
砂
防
指

定
地
解
除
調
書
作
成
業
務

委
託
（
砂
防
指
定
地
等
管

理
適
正
化
推
進
事
業
）
第

８
―
３
―
委
２
号
。

三
郷
町

　
　
（
７
月
６
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉）

　

▽
令
和
５
年
度
下
水
道

事
業
の
効
率
的
な
施
設
計

画
の
見
直
し
業
務（
町
内
）

＝
指
名
は
ウ
ィ
ズ
テ
ッ

ク
、
長
大
、
内
外
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
間
瀬
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ラ
イ
ト
の

５
者
。
予
２
６
９
万
円
。

　

▽
令
和
５
年
度
三
郷
町

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
管
路
点
検
調
査
業

務
（
第
２
―
３
期
）（
立
野

南
）
＝
指
名
は
ウ
ィ
ズ
テ

ッ
ク
、
基
礎
地
盤
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
、
内
外
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
間
瀬
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ラ
イ
ト
の

５
者
。
予
８
９
１
万
６
０

０
０
円
。

県
宇
陀
土
木
事

務
所

　
　
（
７
月
４
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
室
生
地
区
現
地
測
量

業
務
委
託
（
緊
急
自
然
災

害
防
止
事
業
（
地
す
べ

り
））
第
５
０
１
―
３
―

委
３
号
（
宇
陀
市
室
生
）

＝
委
託
期
間
１１
月
3０
日
。

　

▽
不
動
川
現
地
測
量
業

務
委
託
（
砂
防
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
事
業
（
砂
防
））
第

59
―
２
―
委
１
号
（
御
杖

村
菅
野
）
＝
委
託
期
間
１２

月
２８
日
。

　

▽
不
動
川
砂
防
堰
堤
補

修
設
計
委
託
（
砂
防
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
（
砂
防
）

他
）
第
59
―
２
―
委
２
他

号
（
前
同
）
＝
委
託
期
間

６
年
２
月
２9
日
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
７
月
３
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
紀
の
川
用
地
調
査
点

検
等
技
術
業
務
委
託
（
防

災
・
安
全
社
会
資
本
整
備

交
付
金
事
業
（
南
部
・
東

部
）（
広
域
河
川
））
繰
17

―
１
―
４
―
用
委
03
号

（
大
淀
町
下
渕
）
＝
委
託

期
間
６
年
３
月
２２
日
。

　

▽
紀
の
川
用
地
調
査
等

業
務
委
託
（
防
災
・
安
全

社
会
資
本
整
備
交
付
金
事

業
（
南
部
・
東
部
）（
広
域

河
川
））
繰
17
―
１
―
４

―
用
委
04
号
（
前
同
）
＝

委
託
期
間
前
同
。

県
幹
線
街
路
整

備
事
務
所

　
　
（
６
月
２9
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
（
都
）
西
九
条
佐
保

線
三
条
桧
町
地
区
用
地
調

査
等
業
務
委
託（（
仮
称
）

奈
良
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
単
独

街
路
事
業（
都
づ
く
り
））

Ｇ
80
―
用
委
―
12
号
（
奈

良
市
三
条
桧
町
）
＝
委
託

期
間
１２
月
２２
日
。
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新鹿路トンネル新鹿路トンネル

砂利化が進む現行の舗装（大森町付近）砂利化が進む現行の舗装（大森町付近）

落石防止網の整備を予定する国道 169号（井戸）落石防止網の整備を予定する国道 169号（井戸）

桜井吉野線トンネル照明ＬＥＤ化桜井吉野線トンネル照明ＬＥＤ化
新鹿路トンネルを整備新鹿路トンネルを整備

吉
野
土
木

　

奈
良
県
奈
良
土
木
事
務

所
は
、「
奈
良
生
駒
線
歩

道
舗
装
工
事
」
を
予
定
し

て
お
り
、
発
注
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

奈
良
県
吉
野
土
木
事
務

所
は
、「
一
般
国
道
１
６

９
号
道
路
災
害
防
除
」
と

し
て
、
川
上
村
井
戸
に
お

い
て
落
石
防
止
網
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

　

国
道
１
６
９
号
の
川
上

村
井
戸
を
通
過
す
る
区
間

は
、
大
滝
ダ
ム
の
ダ
ム
湖

で
あ
る
「
お
お
た
き
龍
神

奈
良
生
駒
線
歩
道
舗
装
工
事

奈
良
生
駒
線
歩
道
舗
装
工
事

大
森
町
か
ら
三
条
大
路
２
丁
目
ま
で
検
討

大
森
町
か
ら
三
条
大
路
２
丁
目
ま
で
検
討

奈 良 土 木

　

奈
良
県
吉
野
土
木
事
務

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
１
５
３
台
を
設
置

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
１
５
３
台
を
設
置

舗
装
の
耐
久
性
な
ど
も
考
慮

舗
装
の
耐
久
性
な
ど
も
考
慮

国
道
１
６
９
号
道
路
災
害
防
除

国
道
１
６
９
号
道
路
災
害
防
除

川
上
村
井
戸
で
落
石
防
止
網
を
整
備

川
上
村
井
戸
で
落
石
防
止
網
を
整
備

吉野土木

湖
（
吉
野
川
）」
の
左
岸

に
沿
っ
て
走
っ
て
お
り
、

谷
間
の
地
形
の
た
め
山
側

の
ほ
と
ん
ど
が
急
な
斜
面

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
道
路
に
面
し
た
斜
面

の
ほ
と
ん
ど
に
落
石
防
止

道
路
の
安
全
性
向
上
へ

道
路
の
安
全
性
向
上
へ

網
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

整
備
を
予
定
し
て
い
る

の
は
、
井
戸
の
東
端
に
近

い
「
咲
山
橋
」
付
近
。
咲

山
橋
よ
り
東
側
の
約
４０
㍍

に
渡
っ
て
落
石
防
止
網
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
斜
面

が
あ
り
、
落
石
が
発
生
し

た
際
、
直
接
道
路
に
影
響

が
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、
落
石
防
止
網
の
設
置

に
よ
り
道
路
の
安
全
性
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

整
備
概
要
は
工
事
延
長

3０
㍍
、
落
石
防
止
網
工
3０

㍍
で
、
同
事
務
所
は
、
現

在
、
発
注
に
向
け
た
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
第
２
四

所
は
、「
主
要
地
方
道
桜

井
吉
野
線
ト
ン
ネ
ル
照
明

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」
を
予
定
し
て

い
る
。

　

整
備
を
予
定
し
て
い
る

の
は
、
吉
野
町
三
津
と
桜

井
市
鹿
路
を
つ
な
ぐ
「
新

鹿
路
ト
ン
ネ
ル
」
で
、
整

備
概
要
は
、
工
事
延
長
２

４
６
６
㍍
、
ト
ン
ネ
ル
照

明
設
備
工
１
５
３
台
。
発

注
は
第
２
四
半
期
を
予
定

し
て
お
り
、
工
期
は
約
１２

ヵ
月
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
「
新
鹿
路
ト
ン
ネ
ル
」

は
、急
な
坂
が
続
く
旧
道
、

旧
鹿
路
ト
ン
ネ
ル
の
さ
ら

に
下
を
く
ぐ
る
か
た
ち

で
、
平
成
１５
年
に
開
通
し

た
延
長
２
４
６
６
㍍
、
幅

７
・
０
㍍
、
高
さ
４
・
７

㍍
の
ト
ン
ネ
ル
。
開
通
後

２０
年
と
比
較
的
新
し
い
ト

ン
ネ
ル
だ
が
、
開
通
当
時

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
技
術

が
、
道
路
照
明
に
使
用
で

き
る
水
準
に
達
し
て
お
ら

ず
、
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

技
術
が
上
が
り
、
従
来
の

高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
に
比

べ
て
設
置
台
数
が
少
な
く

て
済
み
、
消
費
電
力
が
少

な
く
寿
命
が
長
い
こ
と
か

ら
、
国
土
交
通
省
も
道
路

イ
ン
フ
ラ
の
省
エ
ネ
化
と

し
て
使
用
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
圧
ナ
ト
リ

ウ
ム
灯
は
消
耗
品
や
灯
体

の
生
産
が
終
了
し
、
今
後

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
補
修
に

問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
く
、
維
持
が
困
難
な
こ

と
等
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ

の
切
り
替
え
が
進
ん
で
お

り
、
同
事
務
所
も
、
管
内

の
ト
ン
ネ
ル
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
化
を
順
次
進
め
て
い

る
。

　

同
事
務
所
は
、
県
道
奈

良
生
駒
線
の
大
森
町
交
差

点
か
ら
国
道
２４
号
と
交
差

す
る
三
条
大
路
２
丁
目
交

差
点
ま
で
の
区
間
で
歩
道

舗
装
の
更
新
を
検
討
し
て

お
り
、
現
在
、
今
年
度
の

施
工
区
間
の
選
定
を
進
め

て
い
る
。

　

同
区
間
は
奈
良
市
の

「
景
観
形
成
重
点
地
区
」

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
景

観
に
配
慮
し
て
樹
脂
系
カ

ラ
ー
舗
装
が
施
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
現
行
の
舗

装
は
、
耐
久
性
が
低
く
、

使
用
に
よ
る
傷
み
、及
び
、

経
年
劣
化
等
で
表
面
の
骨

材
が
剥
が
れ
、
砂
利
化
が

進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
整

備
が
検
討
さ
れ
て
い
る
区

間
は
、
商
業
施
設
も
多
い

エ
リ
ア
で
、
車
両
の
乗
り

入
れ
部
も
多
く
設
け
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
部
分
の
劣

化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
三
条
大
路
２

丁
目
交
差
点
よ
り
西
側
の

「
国
道
３
０
８
号
」
の
区

間
と
共
に
、
舗
装
の
耐
久

性
な
ど
も
考
慮
し
、
方
式

を
含
め
て
、
現
在
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

今
年
度
分
の
発
注
は
第

２
四
半
期
を
予
定
し
て
お

り
、
工
期
は
約
７
ヵ
月
を

見
込
ん
で
い
る
。

半
期
発
注
の
予
定
で
、
工

期
は
約
６
ヵ
月
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
６
月
２
日
の

台
風
２
号
の
影
響
を
受
け

た
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

被
害
や
、
こ
の
先
、
さ
ら

な
る
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て

発
生
す
る
で
あ
ろ
う
被
害

に
対
応
す
る
た
め
、
先
送

り
に
な
る
可
能
性
も
残
っ

て
い
る
。

　

近
年
、
気
象
災
害
の
激

甚
化
に
伴
い
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
保
の
重
要
度
は

増
し
て
お
り
、
特
に
、
同

事
務
所
の
担
当
す
る
吉
野

の
山
間
部
に
お
い
て
は
、

道
路
の
寸
断
に
よ
る
孤
立

の
危
険
性
が
あ
る
集
落
も

少
な
く
な
い
た
め
、
道
路

災
害
防
除
を
推
進
し
、
緊

急
搬
送
路
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
住
民
の
安
全
を
確

保
す
る
上
で
大
き
な
意
味

を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

日鉄神鋼建材㈱

奈良県知事許可（般－30）第１５６２８号

・左官工事   ・ブロック工事   ・外構工事   ・各リフォーム工事

左官工事一式
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私 た ち は 安 全 で私 た ち は 安 全 で
住みよい環境づくり住みよい環境づくり
に寄与していますに寄与しています

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（７） 2023年（令和５年）６月27日（火）

土砂災害防止対策基本指針の作成［国土交通省］

基礎調査の実施［都道府県］

■土砂災害防止法の概要 ●山鳴りがする
● 雨が降り続いているのに、
川の水位が下がる

● 川の流れが濁ったり、
流木が混ざりはじめる

● 山鳴りがする
● 雨が降り続いているのに、
川の水位が下がる

● 川の流れが濁ったり、
流木が混ざりはじめる

土石流土石流

地すべり地すべり

がけ崩れがけ崩れ

● 地面にひび割れができる
● 沢や井戸の水が濁る
● 斜面から水がふき出す

● 地面にひび割れができる
● 沢や井戸の水が濁る
● 斜面から水がふき出す

● がけからの水が濁る
● がけに亀裂が入る
● 小石がパラパラ落ち
てくる

● がけからの水が濁る
● がけに亀裂が入る
● 小石がパラパラ落ち
てくる

「水防法等の一部を改正する法律（平
成29年法律第31号）」の施行により、
要配慮者利用施設の避難体制の強化を
図るために『土砂災害防止法』が平成
29年6月19日に改正されました。

土砂災害警戒区域内の要配慮者
利用施設※の管理者等は、避難確保
計画の作成・避難訓練の実施が義務
となりました。
※市町村地域防災計画にその名称及び所在地が定
められた施設が対象です。

土砂災害警戒区域の指定［都道府県］

土砂災害特別警戒区域の指定［都道府県］

●情報伝達、警戒避難体制等の整備［市町村等］

●特定開発行為に対する許可制
対象：住宅宅地分譲、災害時要援護者
　　　関連施設のための開発行為

●建築物の構造規制
●建築物の移転等の勧告 ＜移転支援＞

建築物 構造規制＜建築物の構造規制＞

＜警戒避難体制＞＜警戒避難体制＞

区域の指定

基礎調査の実施

■土砂災害防止法改正について

「
土
砂
災
害
・
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」

ア
ク
セ
ス
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　国土交通省や奈良県などは、毎年６月を「土砂災害防止月間」と定め、県内各市町村と連携し、土砂災害に対する
警戒避難体制の強化を図っている。
　同月間は、昭和57年の長崎県豪雨災害を契機に、翌年、国民の理解と関心を深めるため、防災知識の普及、警戒・
避難体制の整備や強化等に関する各種運動を実施することで、土砂災害による人命・財産の保全に資することを目的に
創設された。
　奈良県の砂防事業は、明治30年の砂防法制定に先立つ明治24年に、大和川水系金剛・葛城山系砂防事業として、柿
本川・水越川で実施されたのが始まり。
　明治22年の十津川災害。昭和34年の吉野を中心に甚大な被害をもたらした伊勢湾台風など、これらの自然的要因で
発生する土砂災害を未然に防止・軽減するため地域の安全を図り、生活基盤の整備に貢献できるよう砂防事業を継続
的に推進している。
　また、奈良県の地すべり対策事業は昭和33年の地すべり等防止法制定に先立つ昭和27年に曽爾村葛地区で実施した
のが始まり。
　地すべりを防止するために排水施設や擁壁、その
他、施設の新設・改良等を実施している。
　集中豪雨や梅雨前線豪雨により、急傾斜地の崩壊
による災害が全国各地で発生し、多くの尊い人命が
失われたことから、国民の生命を保護する目的で昭
和44年に「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関す
る法律」を制定。これを受け、県の急傾斜地崩壊対
策事業は、昭和45年度に御所市小林や大宇陀町小附
（大宇陀小附）で実施された。
　平成27年９月の関東・東北豪雨や平成28年８月の
台風10号など災害の激甚化が懸念され、建物や施設
では防ぎきれない災害は必ず発生すると意識を転換。
平成29年６月に『土砂災害防止法』が改正された。
　奈良県では、10,810区域を「土砂災害警戒区域（イ
エローゾーン）」に、更に約9,832の「特別警戒区域（レ
ッドゾーン）」を指定しており、今後も指定を進める。
　また、県ＨＰの「土砂災害・防災情報システム」
を利用すれば、土砂災害警戒区域やリアルタイムで
大雨情報が確認できるほか、あらかじめ地域を登録
すれば、気象情報などをメールで知らせる機能も備
えた。
　近年、土砂災害は増加傾向にあり広域化が指摘さ
れている。県ではメール配信サービスを有効に活用
し、早めの避難を心がけるよう呼び掛けている。

あなたの住んでいる地域はあなたの住んでいる地域は
安全ですか？安全ですか？

「奈良県土砂災害・「奈良県土砂災害・
  防災情報  防災情報システムシステム」」でで 

危険な個所の確認を！ 危険な個所の確認を！ 

　県では、奈良地方気象台と奈良県が共　県では、奈良地方気象台と奈良県が共
同で発表する「土砂災害警戒情報」を補同で発表する「土砂災害警戒情報」を補
足するリアルタイムでの土砂災害発生危険足するリアルタイムでの土砂災害発生危険
度等、警戒避難に役立つ情報を提供してい度等、警戒避難に役立つ情報を提供してい
る。また、予め登録された市町村の土砂災る。また、予め登録された市町村の土砂災
害警戒情報や気象情報をお知らせメールと害警戒情報や気象情報をお知らせメールと
して配信する機能も備えている。して配信する機能も備えている。

　システムの機能は以下の通り。　システムの機能は以下の通り。
(1) 大雨に関する気象情報の発表状況(1) 大雨に関する気象情報の発表状況
(2) 県内の雨量状況(2) 県内の雨量状況
(3) 県内の土砂災害危険度情報(3) 県内の土砂災害危険度情報
(4) 土砂災害警戒区域等及び砂防指定地等(4) 土砂災害警戒区域等及び砂防指定地等
の指定状況の指定状況

(5) 土砂災害警戒情報や気象情報のメール(5) 土砂災害警戒情報や気象情報のメール
配信（設定を登録すると、PCや携帯電配信（設定を登録すると、PCや携帯電
話にお知らせメールとして配信される）話にお知らせメールとして配信される）

６６
月月
3030
日日

▶▶
６６
月月
１１
日日 土砂災害防止月間土砂災害防止月間

  ▽こんな前ぶれに注意

日頃から避難場所や日頃から避難場所や
　避難経路等の確認を！！　避難経路等の確認を！！

総 合 建 設 業

代表取締役 岡 田 　 満

岡田工務店㍿

〒633－2138 宇 陀 市 大 宇 陀 白 鳥 居 ４ ４
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ８ ３ － １ ５ ７ ３
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ８ ３ － ３ ３ ８ ２
h t t p s : / / w w w . o k a d a k o m u t e n . n e t /

災害に強く
希望のもてる地域づくり

奈良県治水砂防協会
会　長　  上 田 清

○防災・減災で安心・安全を

○地域が育む川づくり

総 合 建 設 業

吉 野 郡 十 津 川 村 小 原 ３ １ ５ － ２
ＴＥＬ（０７４６）６３－０５５５
ＦＡＸ（０７４６）６２－００２５

代表取締役 太 田 知 一

ISO9001／ISO14001認証取得

太 田 建 設 ㍿

綜 合 建 設 業
ISO　9001
ISO　14001
認証取得

奈 良 県 吉 野 郡 吉 野 町 宮 滝 ２ ７ ２ － ３
ＴＥＬ.０７４６（３２）８７００㈹／ＦＡＸ.０７４６（３２）８８２７
奈 良 県 橿 原 市 見 瀬 町 ２ ２ ４ ２ － ２
ＴＥＬ . Ｆ Ａ Ｘ . ０ ７ ４ ４（ ２ ６ ）１４ ０ ０
E - m a i l : i n f o @ u e d a k o u m u t e n . c o . j p

本 社
〒６３９－３４４３
橿原営業所
〒６３４－００６４

㍿上田工務店
上 田 秀 幸代表取締役

総 合 建 設 業
設 計 ・ 施 工

代表取締役 皿 谷 竹 弥

奈良県吉野郡天川村大字洞川６３２－１
ＴＥＬ（０７４７）６４－０７７７
ＦＡＸ（０７４７）６４－０７１１

〒６３８－０４３１

車谷建設株式会社

一般社団法人

奈良県建設コンサルタント業協会

会 長 宮 川 繁 雄

事 務 局 奈良市法蓮町１６３番地の１（新大宮愛正寺ビル）
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ２ － ３ ６ － ５ ３ ４ ７
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ２ － ３ ６ － ５ ６ ７ ６

会 長 手 塚 明 宏

奈良県測量設計業協会

〈事務局〉

私たちは高度な技術の習得に努め
県 土 整 備 推 進に貢 献しています
私たちは高度な技術の習得に努め
県 土 整 備 推 進に貢 献しています

公益社団法人

奈良市二条大路南一丁目２番１１号 第二松岡ビル３０２号
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ２ － ３ ２ － ４ １ ０ ０
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ２ － ３ ２ － ４ １ ０ １
U R L h t t p : / / w w w . n a s o k y o . j p
E - m a i l n a s o k u @ w o r l d . o c n . n e . j p



　

奈
良
県
建
築
士
会
は
、
昭
和

２５
年
７
月
１
日
に「
建
築
士
法
」

が
制
定
さ
れ
た
事
を
受
け
て
、

同
２６
年
１１
月
に
発
足
、
同
33
年

に
法
人
化
し
た
。

　

戦
後
か
ら
平
成
、
令
和
へ
と

現
在
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
試

練
と
と
も
に
得
た
建
築
士
の
社

会
的
地
位
と
役
割
は
大
き
く
、

生
活
様
式
の
変
化
や
技
術
の
進

歩
、
近
年
で
は
人
口
減
少
に
伴

う
空
き
家
問
題
、
公
共
施
設
や

住
宅
な
ど
の
老
朽
化
、
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
ス
タ
イ

ル
へ
の
対
応
な
ど
、
社
会
的
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
伴
い
、
多
様
な

分
野
で
の
設
計
的
役
割
を
担
う

業
界
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
未
来
を
展
望
す

る
建
築
士
会
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
を
紹
介
す
る
。

　
【
空
き
家
対
策
】

　

全
国
規
模
で
増
加
す
る
空
き

家
問
題
に
対
し
て
は
、
市
町
村

が
中
心
と
な
り
空
き
家
等
の
実

態
調
査
や
計
画
の
策
定
等
を
進

め
て
い
る
中
で
、
協
会
か
ら
も

協
議
会
の
委
員
と
し
て
参
画
。

平
成
２9
年
７
月
に
は
「
空
き
家

対
策
部
会
」
を
設
立
し
、
空
き

家
の
活
用
法
な
ど
の
講
習
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
駒
市
・

桜
井
市
・
橿
原
市
な
ど
と
連
携

協
定
を
締
結
し
、
桜
井
市
・
大

和
郡
山
市
で
は
会
員
も
参
加
し

て
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
す

る
な
ど
、
空
き
家
の
流
通
促
進

や
利
活
用
へ
の
啓
発
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

　
【
災
害
へ
の
対
策
】

　

震
災
や
大
型
台
風
、
大
雨
に

よ
る
洪
水
な
ど
、
甚
大
化
す
る

災
害
に
対
し
て
は
、
県
外
か
ら

要
請
が
あ
れ
ば
現
地
に
赴
く
な

ど
の
ほ
か
、同
3０
年
７
月
に
は
、

県
と
「
被
災
建
築
物
の
応
急
危

険
度
判
定
に
関
す
る
協
定
」
の

締
結
を
行
な
い
、
迅
速
な
対
応

と
柔
軟
な
体
制
を
構
築
し
た
。

　
【
歴
史
的
建
造
物
】

　

同
２２
年
よ
り
歴
史
的
建
造
物

の
調
査
・
保
存
・
活
用
な
ど
を

担
う
専
門
家
（
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
育
成
し
、「
奈

良
ヘ
リ
テ
ー
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
る
と
共
に
、
同
3１

年
３
月
に
は
「
歴
史
的
建
造
物

委
員
会
」
を
設
置
す
る
な
ど
、

地
域
の
歴
史
的
な
価
値
を
見
い

だ
す
中
で
、
都
奈
良
の
活
性
化

を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　
【
場
を
生
む
デ
ザ
イ
ン
賞
へ
】

　

昭
和
５9
年
度
か
ら
隔
年
実
施

し
て
い
る
「
奈
良
県
景
観
デ
ザ

イ
ン
賞
」
を
、「
場
を
生
む
デ
ザ

イ
ン
賞
」
と
し
て
令
和
３
年
１１

月
よ
り
実
施
。
地
域
社
会
と
の

関
り
を
含
め
た
魅
力
的
な「
場
」

と
し
て
の
建
築
物
を
評
価
す
る

新
た
な
試
み
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
今
年
は
「
場
の
空
間
の
新

た
な
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
考
察

す
る
。

　
【
県
の
木
材
事
業
】

　

県
や
木
材
事
業
者
と
連
携

し
、「
奈
良
県
県
産
材
を
使
用

し
た
中
大
規
模
公
共
建
築
物
計

画
の
た
め
の
手
引
き
」を
作
成
。

こ
れ
に
よ
り
公
共
建
築
物
の
木

造
化
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
、

脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
た
建
築

物
や
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
進
め
る
な
ど
、
建
築
士
会
の

認
識
を
広
め
、
会
員
を
求
め
つ

つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
に
も
挑

戦
し
な
が
ら
、
未
来
へ
の
進
化

を
目
指
す
社
団
法
人
と
し
て
、

今
後
も
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
進
め
て
い
く
。

る
機
会
と
し
て
、
本
年
度
開
催

し
ま
す
デ
ザ
イ
ン
賞
で
は
「
場

の
空
間
の
新
た
な
創
造
」
を
テ

ー
マ
に
こ
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

奈
良
県
建
築
士
会
で
は
、
持

続
可
能
な
開
発
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
公

社
）
日
本
建
築
士
会
連
合
会
が

作
成
し
た
建
築
士
の
行
動
指
針

は
１７
項
目
に
２
つ
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、「
地
域
を
生

か
し
、
建
築
・
ま
ち
・
む
ら
の

風
土
・
文
化
の
持
続
性
、
建
築

文
化
の
創
造
に
貢
献
し
よ
う
」

と
「
少
子
化
・
高
齢
化
・
労
働

　
「
建
築
士
の
日
」
に
あ
た
っ

て
、
近
年
の
建
築
士
及
び
建
築

士
会
の
活
動
と
課
題
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
３
～
４
年
間
、
私
た

ち
は
、
新
た
な
日
常
生
活
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
人
と
人
の
交
流
や
対

話
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
機
会
を
持
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
建

築
士
の
職
能
は
、
交
流
や
対
話

の
場
、
そ
の
空
間
を
創
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
確
認
す

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
創
造
に

貢
献
し
よ
う
」
で
す
。

　

そ
れ
を
具
体
化
し
た
活
動
と

し
て
６
月
２５
日
に
「
万
葉
ま
ほ

ろ
ば
線　

沿
線
に
お
け
る
駅
の

あ
り
方
～
み
ん
な
の
居
場
所
を

考
え
る
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
や
風
水
害
の
甚
大

な
被
害
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
事
前
に
防
災
活
動
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
、
建
築
士
だ

け
で
な
く
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
専
門
家
団
体
と
連
携
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

大
き
な
課
題
で
あ
る
地
球
温

暖
化
に
つ
い
て
、
全
建
築
物
・

住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
非

住
宅
建
築
物
の
県
産
材
を
活
用

し
た
木
造
化
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
に

は
建
築
士
の
積
極
的
な
理
解
と

関
わ
り
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
管
理
さ
れ
な
い
空
き

家
の
利
活
用
推
進
の
た
め
、
建

築
士
会
で
は
、
空
き
家
等
対
策

協
議
会
等
に
委
員
を
派
遣
し
市

町
村
へ
の
協
力
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
と
共
に
課
題

に
取
り
組
も
う
と
す
る
建
築

士
、
建
築
士
会
に
今
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上

げ
、「
建
築
士
の
日
」
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
奈
良
県
建
築
士
会

会
長    

米
村
博
昭

「
建
築
士
の
日
」に
あ
た
っ
て

「
建
築
士
の
日
」に
あ
た
っ
て

一、 われらの建築は  人類の幸福のため
  最良の芸術たるべし

一、 われわれ建築士は  社会の発展のため
  最新の指導者たるべし

一、 わが建築士会は  会員の向上のため
  最善の団結たるべし

建
築
士
会
綱
領

広く社会に貢献する建築士の使命広く社会に貢献する建築士の使命
７月１日  建築士の日７月１日  建築士の日

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す

建
築
士
の
使
命
と
役
割

建築士の８つの専攻領域業務建築士の８つの専攻領域業務建築士の８つの専攻領域業務
『まちづくり』『統括設計』『まちづくり』『統括設計』『まちづくり』『統括設計』

『構造設計』『設備設計』『建築生産』『構造設計』『設備設計』『建築生産』『構造設計』『設備設計』『建築生産』
『棟梁』『法令』『教育研究』『棟梁』『法令』『教育研究』『棟梁』『法令』『教育研究』

奈良市大宮町2－5－7（奈良県建築士会館）
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ０ － ３ １ １ １
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ３ － ４ ３ ３ ３

一　　般
社団法人奈良県建築士会

会 　 長 米 村 博 昭

なら建築住宅センター
一般財団法人

理 事 長

奈良市大森町５７－３（奈良県農協会館５Ｆ）
Ｔ ＥＬ０７４２－２７－６５０１
大和高田市大字大中１６－４（竹村ビル６Ｆ）
Ｔ ＥＬ０７４５－２１－５７２１

本 店
〒６３０－８１３１
中和支店
〒６３５－００９５

伊伏 堅太郎

代表取締役 中 元 綱 一

株式会社 桝谷設計

総合企画・建築・設計監理
品質保証ISO9001認証取得

奈 良 市 西 ノ 京 町 １０１－１
ＴＥＬ（０７４２）３４―１４６１㈹
ＦＡＸ（０７４２）３４―３２１８　

〒６３０－８０４２
本社奈良事務所 奈良市大宮町4丁目281-1（新大宮センタービル５F）

T E L 0 7 4 2 （ 3 4 ） 2 8 0 0 ㈹
F A X 0 7 4 2 （ 3 4 ） 2 8 7 8 　
h t t p : / / f u k u m o t o - a r c h . j p /

福本設計株式会社

－ 建 築 設 計 ・ 監 理 －

代表取締役社長 　 峯 隆 司

総合企画．建築設計．監理

株式会社 中 和 設 計中 和 設 計
代表取締役 中 谷 淳 一
会 長 中 谷 芳 一

奈良県橿原市今井町２丁目１番１４号
ＴＥＬ０７４４－２５－５３５６㈹
ＦＡＸ０７４４－２５－２６９７　
E-mai l :k -chuwa@nifty .com　　　

事 務 所
〒６３４-０８１２

大和郡山市北郡山町１５８－６ 大和第３ビル
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ １ － ０ ２ ８ ６
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ １ － ０ ２ ８ ７

きれいな街を創造する

主 宰 井 上 慶 治

代表取締役 髙 杉 　 明

建 築 企 画 ・ 設 計 ・ 監 理

北和設計株式会社

奈 良 市 法 華 寺 町 １２６ － １
ＴＥＬ（０７４２）３０－４６２１
ＦＡＸ（０７４２）３０－４６２２

〒６３０－８００１

建築企画・設 計・監 理

代表取締役 岩 﨑 　 健

奈 良 市 法 蓮 町 1 0 4 6 番 地 の２
☎ （ ０ ７ ４ ２ ） ㉒ ２ ２ ８ ３ ㈹
F A X （ ０ ７ ４ ２ ） ㉔ ５ ０ １ １

本 社

株式
会社岩崎建築設計事務所

おか
げさまでおか
げさまで

奈良県橿原市北八木町１－１－８（橿原中央ビル）
☎ （ ０ ７ ４ ４ ） ㉓ ７ ７ １ ７ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ（ ０ ７ ４ ４ ） ㉔ ３ ２ ５ ２
奈 良 県 天 理 市 兵 庫 町 ３ ０ ７
☎ （ ０ ７ ４ ３ ）  ３ ３ １ ３

本 社
〒６３４－０００５

天理営業所
〒６３２－００４４

建築設計・監理・測量・土木設計

代表取締役 前 川 浩 二

庄 田 尚 代
所 長

副 所 長

小 林 曉 男

一級建築士事務所 奈良県知事登録 第 2022（よ）77 号

地域の文化を大切にするまちづくりを目指します地域の文化を大切にするまちづくりを目指します

公益社団法人日本建築士会連合会が
ＳＤＧｓの17項目へ独自に追加した2項目

〇  地域を生かし、建築・まち・むらの風土・文化の持続
性、建築文化創造に貢献しよう

〇  少子化、高齢化・労働人口減少社会において、地域コ
ミュニティの再創造に貢献しよう

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （８）2023年（令和５年）６月27日（火）


